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一宮市・尾西市・木曽川町合併シンポジウム 

 

 

○日 時 平成１５年１１月１日（土） 午後１時００分 

○会 場 木曽川町中央公民館 講堂（木曽川町役場２階） 

 

○基調講演講師・コーディネータ 

 稲沢 克祐 四日市大学総合政策学部助教授 

 

○パネリスト（４名） 

 杉本 尚美 一宮市・尾西市・木曽川町合併協議会委員（木曽川町選出） 

 谷  一夫 同 会長（一宮市長） 

 丹羽 厚詞 同 副会長（尾西市長） 

 山口 昭雄 同 副会長（木曽川町長） 

 

○日 程 

 １．開演 

 ２．あいさつ 

 ３．基調講演 「地域の未来と市町村合併」 

 ４．パネルディスカッション ～みんなで考えよう このまちの未来～ 

 ５．質疑応答 

 ６．閉演 
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午後１時００分 開演 

 

○司会 

 皆様、お待たせいたしました。ただいまより「一宮市・尾西市・木曽川町合併シンポジ

ウム」を開演いたします。 

 本日は、お忙しい中、「一宮市・尾西市・木曽川町合併シンポジウム」にご来場いただ

きまして、誠にありがとうございます。 

 本日のシンポジウムは、初めに基調講演といたしまして、四日市大学総合政策学部助教

授、稲沢克祐先生より、「地域の未来と市町村合併」と題しましてお話をいただきます。

その後、休憩を挟みまして、この地域、一宮市、尾西市、木曽川町の合併につきまして

「みんなで考えよう このまちの未来」のテーマのもとパネルディスカッションを行いま

す。会場の皆様よりご意見、ご質問をお受けする時間をとってございますので、後ほどよ

ろしくお願いいたします。 

 そして、申し遅れましたが、私、本日の司会進行を務めさせていただきます江崎あずみ

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず主催者を代表いたしまして、一宮市・尾西市・木曽川町合併協議会会長

谷一夫一宮市長よりごあいさつ申し上げます。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 皆さんこんにちは。今日は秋晴れの大変いい天気になりましたけれども、貴重な時間を

割いてこのシンポジウムにご来場いただきましてありがとうございました。私は、合併協

議会の会長を仰せつかっております一宮市長の谷でございます。 

 一宮市の皆さんとは、５年足らずの市長生活の中で、もう何千回もお話をさせていただ

いておりますが、木曽川町の皆様の前でお話をするのは初めてでございまして、そういう

意味で大変緊張をしております。今日も出がけにネクタイを何本も変えたり、背広を着が

えてみたり、いろいろそわそわしておりましたら、家内が「今日はお父さんどうしたの、

何かいつもと全然違うね」と、ずばっと見破られてしまいました。本当に初めて彼女の家

に招かれた彼氏のような気がしておりまして、珍しく大変緊張しております。 

 さて、私どもの合併協議でありますが、８月８日に第１回の協議会を開催いたしました。

その後、小委員会も含めて、かなりの回数の議論を重ねてきております。これからも続く

準備の中で、なぜ合併かというお話は十分に出てくるかというふうに思っておりますが、

合併について大変慎重なお立場の方もおいでになれば、合併について積極的に考えていら

っしゃる方も当然おいでになるわけでございます。 

 私どもの協議について、合併ありきではないかと、そういったご批判もしばしば頂戴す

るわけでありますが、私ども、決して合併ありきということで協議をしているわけではご

ざいません。しかし、今のような情勢の中で、やはりこれからの長い将来を見渡すと、今

のこの時点で合併について真剣に考える必要があるのではないかと、そういうふうに私や

尾西の市長さんや木曽川町長さん始め多くの方のお気持ちが一致をいたしまして、この協
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議会を始めたわけでございます。 

 合併をするとすれば、どんな形になるのかと、こういった視点で今協議を進めているわ

けでございまして、来年になりますと、もう少し具体的に新しいまちの姿が見えてまいり

ます。皆様方にとって大変ご心配な、さまざまなサービスの水準や負担の問題も、ある程

度お示ししたいと、こういうふうに考えておりまして、その時点で皆様方にご判断をいた

だきたいと、こういうふうに考えております。今日は、まだそこまで決まっておりません

ので、今年のそういったネタについてはちょっとお話しすることはできないかというふう

に思いますが、今の時点でお話できることを、できるだけ率直に正直にお話をしたいと、

こういうふうに思っております。 

 少しかたいお話もあろうかと思いますが、どうかひとつ最後までご清聴を賜りまして、

今後の合併の行方に是非強い関心をお持ちいただくようにお願いをしまして、私のごあい

さつとさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。

（拍手） 

○司会 

 続きまして、会場市町を代表いたしまして、山口昭雄木曽川町長よりごあいさつ申し上

げます。 

○山口 昭雄木曽川町長 

 皆さんこんにちは。今日は、ようこそこの木曽川会場においでいただき、誠にありがと

うございます。 

 さて、私は今この地域の合併協議が大きな山を迎えていると思っています。この合併が

成功するかどうか、つまり、みんなが合併してよかったと思えるような結果が得られるか

どうか、そういう大きな山であります。間もなく、今、一宮市長さんがおっしゃったよう

に、具体的に合併のメリット、デメリットが皆さん方に示されます。そうしますと、皆様

方の雰囲気がぐっと盛り上がってくると思います。それを受けて、合併協議会がどのよう

に議論を進め、そしてどんな判断が示されるか、まさに合併の成否を分ける天王山である

というふうに思っています。 

 今日は、その大きな山を超えるための最終ベースキャンプのようなものだと私は位置づ

けをしております。その重要な合併シンポジウムの初日が、この木曽川町で開催されるこ

とを大変ありがたく思っています。これを企画していただいた合併協議会事務局の皆さん、

そして、この木曽川町にまでおいでいただいた一宮市、尾西市の両市長さん、そしてコー

ディネータ、講師の先生、さらに、何よりも今日ご出席いただいた皆様方に心から感謝を

申し上げて、開催地のあいさつにいたします。ありがとうございました。（拍手） 

○司会 

 それでは、これより基調講演に移らせていただきます。 

 本日、講師としてお招きいたしました稲沢克祐先生は、昭和34年、群馬県でお生まれに

なり、昭和57年東北大学を卒業後、同大学院教育学研究科博士課程に進まれ、昭和61年に

群馬県庁へ入庁されました。その間、財団法人自治体国際化協会ロンドン事務所所長補佐
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を歴任され、平成13年、四日市大学総合政策学部助教授に就任され、現在に至っておりま

す。ご専門は地方財政論などで、現在、京都府参与を初め、名古屋市行政評価委員会副委

員長など幅広くご活躍でございます。 

 本日は「地域の未来と市町村合併」と題して基調講演を行っていただきます。先生のご

専門の財政的なご見識も踏まえながら、この地域の合併について有益なお話をお聞かせい

ただけるものと存じます。 

 それでは、稲沢克祐先生のご登場でございます。どうぞ皆様、盛大な拍手でお迎えくだ

さいませ。（拍手） 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 皆さんこんにちは。ただいまご紹介に預かりました稲沢と申します。 

 あいさつ、とにかく元気よく私は今日しようと思って、第一声を発したわけですけども、

なぜかというと、これからお話しする話、財政ということが出てまいりました。財政の話

です。これは、今日の天気のように晴々とした話がなかなかできづらくて、今までもこの

ような機会をいただいて、財政の話を初め、市町村合併の話、財政の話を始めますと、私

なりに一所懸命話したなと、今日はいい講演をしたなと思って、ぐっと顔を上げると、会

場の方々が「ウーン」と、こううなだれているようなことが時たまありました。それで、

私なりにそういったこと、この財政の話を中心にするわけでも今日はありませんけども、

とにかく、今これから話すお話というのは、ひとつそのような像を、イメージを描いてお

ります。 

 今までこの50年間、日本という国がひとつの目標に向かって走り続けてきました。そし

て、今皆さんもお感じのとおり、その日本の今までの仕組み、50年間支えてきた仕組みが、

少しずつ、少しずつきしみ始めていると。それが、一つの経済、財政の姿となって表れて

きているという点、それが現在の日本を覆っている危機感だろうと思うのです。その危機

感をそのままにしておきながら、この50年間の未来を果たして乗り切っていけるのだろう

かと。このようなことを考えますと、今ここで、何か50年を見据えた、過去50年間を考え、

そして、将来50年間を見据えた何らかの手を打つべきときに来ているのではなかろうかと。 

 その一つの一手が市町村合併なのではなかろうかという点から、市町村合併をすること

の良さ、そして市町村合併をすることに、皆さんがもし抱かれるとすれば、その不安、懸

念、そういったものを一つ一つ考えながら、私が申し上げたいのは、今これから50年とい

う未来、まさに私にも高校生の子供がおりますけれども、今後50年間生きていく子供が、

そして恐らくは孫が生きていくこの日本、そしてこの地域ということを考えたときに、市

町村合併という、その一つの考え、改革を今していかなければ、恐らく得られないメリッ

ト、そして恐らくデメリット、不安、懸念というのは、今皆さんと一緒に考えていけば乗

り切っていけるであろう不安、懸念であるということ、そのようなことを皆さんと一緒に

考えながらお話をさせていただければと考えております。 

 そこで、早速なんですけれども、この50年間、もう皆さんお気づきのとおり、いろんな

ことが上がってまいりました。まず、私も今身につけておりますけども、携帯電話の普及
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が、10年前に果たしてこのような世の中になるとはだれが予測していたでしょうか。非常

にこれは便利なものですけれども、いつ、いかなるところにいても必ず連絡がついてしま

うという意味で、人々の行動半径、そして情報の拡散する半径が非常に広がってきており

ます。もちろん各家々に置かれているパソコンにしても同じだと思うのです。一瞬にして

不特定多数の人に、たくさんの人々に情報が行き渡っていく、これは大変大きなことであ

ろうかなと思います。 

 さらに、50年前を遡ると、どうでしょう、マイカーということが、それほどこの世の中

にまだと言っていいぐらい浸透していなかったこの時代、車というものが社会の移動手段

として中心を占めている、それだけ我々の行動範囲というのは非常に広がってきておりま

す。 

 その中で、昭和の大合併以来の50年間、皆さんの生きる地域というのが変わっていなが

ら、市町村の枠組みというのが変わってきたのか、そういったところを少し考えていただ

ければと思います。これは、また後でご説明させていただきます。 

 とにかく、皆さん、人々の移動する範囲、それから知識を吸収する範囲、そういったも

のが一つ一つ広がることによって非常に便利になってきました。その便利さをこれからさ

らに引き続いて享受していこうと思うと、何かが変わっていける仕組みにしていく必要が

あるのではないかと、一つ問題提起をさせていただきました。 

 そして、今後50年間のことです。これは、たった一言で、まず申し上げることができま

す。少子高齢という社会です。子供が少なくなって、そしてお年寄りが増えていく。子供

が少なくなるということ、これは、一つには社会の税金を払う人たちが減るという端的な

事実に直面させられると。お年寄りが増えること、これ自体を否定することは社会自体の

存立にかかわると。そうではなくて、お年寄りが増えていって、今までのいろいろな知識

が増えていくこと、その知識を支えてくださったお年寄りを、これから社会がいろいろ手

に手を携えて支えていくという認識、そういったものが大切になってくるという時代にな

ってまいります。 

 少子高齢という社会、これは、まさにこれから50年にわたって続くことかもしれません

が、もうすぐですね、平成18年度、日本の人口の伸びがとまります。これはそういう予測

が出ております。そして、日本の人口は伸びをとめて、これからは人口が減ってくると、

そして50年後には、今いろんな予測がありますけれども、半分になる可能性もあるという

ような予測すら、非常に厳しい統計の中で出ている中で、それぞれの枠組みをそのまま維

持していこうということが果たして可能なのかどうか、そういうことです。これが一つの

未来の描き方、この条件です。前提条件だとお考えください。 

 その50年間に渡る社会の変化、そして、今後50年間に渡る社会の変化の真っただ中に今

という時代がある。その今という時代は、じゃ、どういう時代なのか、これは私のこの緑

色のところ、これに出ています。私、最近はやりのパワーポイントというがありまして、

あれ、すごく格好よくて使いたいのですけども、私の上司から言われました。「おまえの

声というのは、どちらかというと低くてくぐもっているから、午後の講演会のときにパワ



-6- 

ーポイントを使って会場を暗くすると、結果は目に見えているぞ」というありがたい言葉

をいただいて、ああ、上司というのはありがたいなと思いながら、結局はやる技術がない

ことを隠しながら、こういったものを用意してございます。 

 これをご覧ください。真ん中辺に絵がちょっと描いてあります。矢印が下がっています。

これは、とにかく税金がこのままだと減りますよということなのですね。税金の入ってく

る額が減っていく、しかし、役所のやる仕事、国のやる仕事をこれから減らすことができ

るか。まさに少子化、子供が減るのだから、子供のお金を減らせばいい、そんな乱暴な議

論は逆にできなくて、子供が減ればこそ、その子供たちに対する対策、それからできる限

り子供を増やしていけるように、そういった社会になっていけるような、安心して子育て

ができるような施策を打っていかなければならないでしょうし、一方で、増えるお年寄り

たちに、これまで社会を支えてきてくださったことへのご恩返しとともに、安心できる社

会を築かなくちゃいけないという時期に来たときに、仕事を減らせばいいじゃないかと、

税金に合った仕事をすればいいじゃないかという乱暴な議論はできようはずがないという

ことになると、その差はどこにあらわれてくるかと、これは、単純な話です、入りが減っ

て出がふえる、出が同じなら、その差は借金という形になると。 

 今の日本というところ、どういう国でしょうか。平成15年度予算というのは、約81兆8,

000億円、皆さんはどうかわかりませんけども、私のような、平均的日本人になりますと、

81兆円なんていう数字を想像してみてくれと言われても、なかなか想像できるものではな

いと。よく財務省の方が500兆円の負債がある、借金の残高としてありますよと、500兆円、

国はローンを抱えています、こんな説明をされますけども、そのときに、その500兆円っ

てどういう規模だろうというときに、１万円札で積み上げると富士山の高さの何倍とか言

われているのです。 

 それで、余り100万円の束を見たことのない人間、私のような人間に向かってそういう

説明をされるとムカッときますので、絶対に何倍という数字だけは覚えまいと思っている

ので覚えていないんですけども、皆さんは想像つくでしょうか、500兆円、地方自治体が

抱えている借金合わせると700兆円。 

 こうなってきますと想像がつかないので、村上龍さんという作家、ご存じでしょうか。

「あの金で何が買えたか」と、こんな本を昔、ちょっと前ですけども書いています。その

中で、現みずほ銀行、旧第一勧業銀行に9,000億円の公的資金が投入されたと、「9,000億

円で何が買えたのでしょうか」と、この言葉の中に、説明として、全世界の発展途上国、

世界がもし100人の村だったら80人が住んでいると言われる全世界の発展途上国、その発

展途上国の全員の子供たちに、読み・書き・算数の基礎教育を、学校を建てて先生を雇っ

てすることができる。でも、まだお金が余るので、アフリカゾウを９年間保護していくと。

そしてスフィンクス、鼻のもげたのも全部きれいに直していくという、それで573億円の

おつりがくると。それが9,000億円という額。これを約800倍すると、ちょうど日本国が抱

えている700兆円という借金の残高になります。こういうお金が、皆さんが税金で払わな

ければならないローンとして、今、背中の後ろにあります。 
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 そこで、81兆8,000億円、この中身を見ると、81兆8,000億円、それはやめましょう、81

8万円ぐらいにすると少し私に近づいてきますので、818万円にすると。818万円の今予算

があったとして、大体そのうちの借金、36兆8,000億円、これを368万円の借金ということ

で、41兆8,000億円という税収、これはいわゆる稼ぎです、これを給与とします。こんな

ふうになります。年収418万円の人が368万円の借金をして、818万円の生活を送っている

のが今の日本という国の姿、こういうのは、恐らく個人のベースで見ると、銀行はもうお

金貸しません、破産ということになってしまうわけですけども、国の信用力でもって何と

か動いていくと。 

 ただ、皆さん、これがいつまで続くか、こんなふうに思ってみられてはいかがですか。

というのは、ほぼ年収に匹敵するお金を毎年毎年借りなくてはいけない、その背後には5,

000万円のローンが抱えてあって、それが減るどころか毎年毎年増えていく、こういう現

状を放置しておくとどうなるか。子や孫が払う税金が増えていく。ただでさえ子や孫のと

きには税金を払う人々の数が減っていくわけですから、１人当たりが払う税金というのは

増えていくわけです。今のまま放っておいても。 

 これは借金が増えていくということで、その借金、だれかが打ち出の小づち振ってくれ

るわけじゃありませんから、借金で返すわけです、後の世代。そうなってくると、ただで

さえ減っていく人たちの力でもって、増えていくお金を返さなくてはいけない。であれば、

今私たちの世代でできることは、できる限りやっていかなくてはいけないのではないかと

いう思いが、私、子供の顔を見ているといたします。 

 いずれは来るときが来る、いずれは来るべき何かがあるのだろう、それは今の世代でで

きる限り回避しなくてはいけないということで、こんなお話をご紹介します。ある中学生

が統一地方選のときに書いた作文です。「大人たちに将来何を望みますか」という話を聞

かれて、「そのためにあなたはどんなことをしたいと思いますか」と、選挙ですからそう

いう話だったと思います。そういうことで作文を書いてくださいと言われましたら、「今

の大人たちは、私たちに何をしますかと問うのではなくて、私たちは私たちですべきこと

はします。ですから、今生きている大人たちがやるべきことをやってください」と、そう

いう中学生の作文、ずしりとくる作文だなと私は思って、その作文の朗読を聞いておりま

した。 

 それで、今やるべきことというのは、じゃ何なのか。そこに私の、緑のところへ書いて

ありますけども、少子化というこの流れは、将来に対してでき得る限りくい止めたいと思

うのですが、それが果たしてどこまでということになると、できる限り過去に残すもの、

負の遺産は少なくして、できる限りよい遺産を残していきたいと考えるのではないでしょ

うか。 

 その中で、今、別のといいますか、市町村合併と方向は同じなのですが、動きがかなり

前からあるものがあります、その名前が地方分権という名です。これは、できる限り住民

の皆さんに近いところで、住民サービスをしましょうということで、端的に申し上げれば、

今まで国がやっていたこと、県がやっていたこと、できる限り市町村という基礎自治体で
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するようにいたしましょうと、このための仕組みづくりを分権という形でしていきましょ

うという流れです。 

 それで、この流れ、これをどのように私は解釈するかと申し上げれば、50年前、中央一

律、中央が決めてそこで行う、しっかりと、守るべきものは守ってやってきた仕組み、そ

れでもって国民生活の、ナショナルミニマムなんて言葉がありますけども、それがだんだ

んと確保されるようになってきた。 

 そして、今ナショナルミニマム、世界に冠たる日本、そうなってきたその中で、次に進

むべきは、力をつけてきている地域それぞれに合った仕事を地域が地域のお金ですべきと

きと。そのためには、できる限り国がやっていた仕事を都道府県が、都道府県がやってい

た仕事を市町村が、あるいは国がやっていた仕事を市町村がという形で、住民に近いとこ

ろでサービスができるようにした方が、地域の人々の考えていること、それをとらえなが

ら仕事ができるのではないかと、こう思います。 

 そのために必要なことはいろいろありますけども、今、世界の人々がどんなふうに物を

考えているか。特に、ヨーロッパの方ではどういうふうに考えているか。これは、個人で

できることは個人でしましょうということなのですね。個人でできないことは家族でしま

しょうと、家族でできないことは地域でしましょうと、コミュニティでしましょうと、コ

ミュニティでできないことは、初めて市町村役場がしましょうと、市町村役場ができない

ことは都道府県が、そして都道府県ができないことは国が、国ができないことは国家連合

がということになっています。 

 この言葉の中で大事なポイントというのは、個人や家族ができることはコミュニティが

手を出してはいけない、コミュニティができることは市町村役場が手を出してはいけない、

市町村役場ができることを都道府県がやってはいけない、都道府県ができることを国がや

ってはいけないということだろうと思うのです、そうなると、役所のレベルで一番近いと

ころというと市町村役場、その市町村役場ができることを増やしていきさえすれば、でき

る限り地域に合った仕組みというのがつくれるはずなのです、というところになるんでは

ないかなと思うのです。 

 今私が申し上げたことというのは、50年前を振り返って、この来し方50年、そして行く

末50年を見据えたときに、今という時代がどういうところに置かれているかを申し上げた

わけですけども、その中で、じゃ、市町村合併というのをどういうふうに考えるかを、次

のページで説明させていただきます。 

 地方分権ということですけども、それは市町村の立場からいうと、財政的にも、それか

ら職員の充実さでも、足腰強くというのが一つの考え方だろうと思います。足腰の強い市

町村を今築き上げていくということだろうと思います。ちょうどこの２ページ目の下の方

の図をご覧ください。これは、実は私の図、管理のところに網かけがしてあったのですね。

サービス、管理と書いてあって、管理のところに網かけがしてあったので、ちょっと見づ

らくなっていますけども、要は、言いたいことはこういうことです。 

 Ａ市、Ｂ市、Ｃ町、Ｄ町、Ｅ町、こういった２市３町それぞれがサービスを行っている、
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それぞれに管理、つまりお金を配分したり、人事を決めていったりするお財布のようなと

ころがあると。それで、５つのお財布というのは、それぞれ別個に持っていては、それぞ

れが大きくなっている、それを一つにまとめてみると、お財布って５つを１つにまとめて

もそんなに大きくする必要はないわけで、必ずそこのところに、うまいぐあいにすきがで

きてきます。あきができてきます。５つを１つにまとめたときにすきができてくると。こ

こが大事だと思います。 

 市町村合併をすることでよく言われるのは効率化ということですけども、効率という言

葉は、これは非常に誤解を受けやすい言葉で、効率が切り捨てという言葉につながってし

まうと大きな誤解になっていくと。 

 11月にしては非常に陽気がいいものですから、私の方は熱がこもっているなと、自分で

も思っていたのですけど、それはやっぱり陽気がいいのかなと思いますので、皆さん方、

どうぞ楽な姿勢でお聞きください。私の方は、こうやって一所懸命話していると、どんど

ん熱気が入ってきますので、皆さん方どうぞ、どうかお気楽な姿勢でお聞きください。 

 市町村合併の一つのポイントですけれども、効率化という言葉、これが切り詰めるとか、

かつかつの生活をするとか、そういった言葉に転用されていくと非常に大きな誤解になる

と思うのです。それで、市町村合併で求められるのは、５つに分かれていた管理をすると

ころ、それは民間企業にお勤めの方ならよくわかる話ですけども、固定費というのがあり

ます。これを１つにまとめる。あるいは、主婦の方であれば財布ということにしてくださ

い。それぞれのご家庭にある財布、それを、１つにまとめてみると、それまで持っていた

財布を５つまとめるよりも小さくてできるかと思います。５つのばらばらに小さいところ

があって、それを１つにまとめると、管理をする固定費というのは小さくて済むはずです。 

 そうすると、小さくて済むのであれば小さく、その部分はすればいい、ただし、住民の

方々に直接サービスを提供する部門、この部門については、人数を減らしたり、サービス

を落としたりすることなく維持させる。そうなってくると、管理の部門の効率化、その部

分がずっとスリムになってくることで、今まで使うお金というのが少し減ってくると同時

に、その部分で少し人間が減ってきます、役所の人数が減ります。 

 それで、減った人数をどうするかと申し上げれば、専門的な仕事を抱えていく職員を採

用、職員を増やすという方向につながる。つまり、直接住民の方々にサービスを提供する

ことのできる部門の人たちを減らすことなく、さらに専門的な能力を高めていって、一方

で、５つの財布を１つにすることで、管理をする部門、これをスリムにしていく。そのス

リムにしていったところで、今まで、先ほど何度も言いましたけれども、減っていく税金

に対して仕事が減らないのであれば、これは借金でいくしかないわけですけども、仕事を

減らすというところを管理を減らすというふうにしていく、財布の数を減らすというとこ

ろで帳じりを合わせていくと。皆さんへ、直接住民の方々に提供されるサービスを決して

落としてはいけないという条件が守られるということです。これが、一つの市町村合併で

言われる効率化という言葉の意味にとらえていただきたいと思います。 

 効率は、切り捨てでも、かつかつの生活でもなくて、市町村合併という方向をとる限り
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においては、皆さん方、直接サービスを受ける方々に対しては、そのサービスを提供する

職員の数、あるいは専門的能力、そういったものは下げるどころか上げていく。それで、

専門的能力は上げていくという点です。その点はご理解いただきたいと思います。 

 そして、上になりますけども、市町村合併で自己決定というふうに内容を、具体化して

いく、これはどういうことかというと、先ほど私申し上げました。個人でできることは個

人がやって、という話から始まって、市町村ができることは、できる限り市町村がやれる

ように、都道府県がその仕事を奪わないこと、住民の人に最も近い役所がすべきだ。それ

は、地域それぞれが今求めているものに対して、すぐにこたえられるようにという気持ち

からです。 

 そうなってくると、それを支えていく市町村役場、まさに市町村役場というのは、行政

サービス、保健、福祉、教育、土木、さまざまな行政サービスの総合デパートでございま

す。この総合デパートとしても、能力を、力を高めていくこと、それが市町村合併で期待

される地方分権であろうかと思います。 

 どういうことかと申し上げれば、今の制度の中で、ちょうど今皆さんのこの２市１町で

すけども、合併を果たしていくと、ある一つの規模になる、そうなってくると、その規模

であればこそできる仕事というのが、また増えてまいります。つまり、今までは県が行っ

ていた。名古屋市内にある県庁というところが一律的に行うサービスの中に入っていたも

のが、皆さんの市が行うサービス、新しい市が行うサービスとして提供できる、これは非

常に大きな違いがある、なぜか。 

 皆さん方が選んだ首長か市長、そして議員さんがその決定権を持った上で、責任を持っ

た上でサービスを執行していくと、皆さん方の声の通りやすいところでサービスを執行し

ていくというところに変わってまいります。その点はご理解をしていただければと思いま

す。自己決定できる内容の拡大ということだと思うのです。自己決定、皆さん方が暮らし

ているこのまちで決めていくことのできる範囲が広がってきますよという内容であります。 

 それで、そうなりますと、先ほどから効率という言葉、広い範囲で一括して提供すれば

効率がよくなる、それから広いサービスが提供できるようになる、でも一部事務組合とい

う名前をご存じの方は、既に広い範囲でやっているのではないか、市域を超えて、町域を

超えてやっているんではないかというお話が出てまいりますけども、このところと、一つ

の市が責任を持って提供するということは、話が違ってまいります。 

 はっきり申し上げれば、その市が提供するサービスであれば、皆さんの声を市長さんに

直接話していただいて、そして、市長さんもその声を酌み取っていただいて、ご自分の政

策へと反映していく。しかし、それぞれの市町が持っている一部事務組合というこの組織、

これが果たしてきた機能というのは非常に私は大きいと思いますけども、やはり一つの市

として、大きな市としてやるサービスになっていく、多分違いはないのではないでしょう

か。皆さんの声をどうやって使うか、その点をご理解していただければ、はっきりと顔の

見える市長さんに伝えるのと、一部事務組合という組織に伝えるのとでは若干異なってま

いります。 
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 といったところから、足腰が強いという言葉、もう一遍整理させていただきます。これ

から暮らしていく子供や孫のことを考えると、今ある借金、自治体レベルで200兆円です

けども、その借金はできる限り残さないように、増やさないように、それでいて、今ある

サービスは、できる限りサービスの質のよいものを維持できるようにという世の中をつく

っていく私たちの世代の役割があるとすれば、そのためにやるべきことは、できる限りの

無駄をそぎ落とすんだと。 

 それで、無駄というのは、今の市町村の役場が無駄をしているということではなくて、

合併をすることで一つになればそぎ落とせる、そのことを言っておりますけども、合併を

すればそぎ落とせるその部分は必ずあります。そして、その部分というのは管理の部門。

管理の部門がそぎ落とせることによって、これはやっぱり３つでやっていたものを１つで

やることで、効率化、お金を使う額というのは減ってまいります。 

 それで、一方で直接サービスをする部門というのを減らさない、落とさないということ

をできるばかりか、管理の部門をスリム化したこと、身軽にしたことで生まれてくる人員

を、専門的な仕事をするところに充てていくということで、サービスの制度も質を向上し

ていくということが考えられるのではないでしょうか。 

 そして、さらに、自治体の規模が大きくなるということは、広い範囲でサービスを受け

るということにとどまらず、今あるサービス、県が行っていたサービスを、さらにこちら、

今の２市１町が合併した場合の規模で行う自治体が受けることができるということになり

ます。そうすると、直接顔の見える市長さん、議員さんたちが執行していくサービス、行

政の方々で執行していくサービスということにまさに変わってくると。その点でも皆さん

の声がより届きやすくなると。その例を挙げれば、保健所ですとか環境行政とか、そうい

った部門、まさに皆さんの生活に直接密着した部門のサービスになってまいります。 

 ここのところ、既にいろんな形で合併という議論が皆さん方の間で出始めているころか

なという気もいたします。今、私は一方的に市町村合併のメリットということをお話いた

しました。効率化ができますよと、それから効率化ということは、切り捨てでも、かつか

つの生活をしなさいということでもなくて、使わなくていいお金を使わないようにするだ

けでなくて、使うべきところにはちゃんと使えるようにしていくのが市町村合併の効率化

なのですよと。そして、広い範囲のサービスがさらにできるようになりますよと、いいこ

とを一つ一つ並べてまいりました。 

 一方で、市町村合併に慎重な立場をとられる方々から出される懸念というものもいっぱ

いあるのかなと思います。それについて触れなければ、これはやっぱりフェアとは言えな

いと思いますので、私の考えを述べさせていただきます。まず第１に、それぞれの地域、

コミュニティですけども、コミュニティが廃れてしまうのではないか、自治体が大きくな

れば、その中のコミュニティというものがだんだん廃れてしまうのではないか、こういっ

た懸念、あって当然かなと思います。 

 ただ、これに対しては、一つこんな話があります。これは私、直接聞いた話ですけれど

も、まちづくりを中心に担っている方々の話です。三重県の方でまちづくりを中心に担っ
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ている方々のところに、非常に先進的な取り組みだということで視察に見えられた行政の

方々が、こんなことをおっしゃいました。「もうこれなら、行政は皆さんに任せられます

ね」と、こういう言葉だったそうです。それに対して、まちづくりを進められている方が

はっきりと一言申し上げられました。「任せられるからやっているのではないし、任せら

れたからやっているのではないし、自分のことだからやっているのです」という言葉なの

ですね。 

 それで、この言葉、よく今パートナーシップという言葉が使われますけれども、非常に

的を射た言葉だと。パートナーシップ、助け合いましょう、どうでしょうか、こういうこ

とよりも、パートナーシップ、一人一人が自分のやるべきことはしっかりやり抜くと、こ

れがパートナーシップの正しい見方と私は思っております。つまり、行政は行政のやるべ

きことをやる、地域の方々、コミュニティの方々は、皆さんのやるべきことをやる、これ

が正しいパートナーシップのあり方かなと、私は考えております。 

 そこで、もう一つの話をさせていただきます。既に、市町村合併を果たしたある県の方

のお話ですけれども、それは、４つの町が合併して一つの市になりました。４町合併で１

市でございます。その方々の話ですけれども、「我々は、４つの自治体が合併して、４町

が合併して１市になったとは思っていません。４つの自治体に、それぞれもともとあった

合計19のコミュニティが一つの市になったと私は考えている」と。 

 つまり、合併するとコミュニティが廃れるのではないかと、地域活動が廃れていくので

はないかと考えるのではなくて、もともと地域活動を担っている方々がいる。その方々が

いる限り、続けようという意思がある限り、これは廃れる、廃れないの話ではなくて、合

併というのは、むしろ一つの大きな中で、そのコミュニティがさらに切磋琢磨していき、

お互いが個性を伸ばしていける、そのような土台を築き上げることができると、そういっ

た懸念に対しては答えられるのではなかろうかということです。 

 そして、第２点ですけども、人口規模が大きくなると、きめ細やかなサービスができな

くなるのではなかろうかと、こういった懸念。これについては、よく考えていただきたい

のですけども、人口規模が大きくなるということは、これは財政規模も大きくなるという

ことです。そのときに、財政の規模が大きい今のさまざまな政令市とか見ていただくと、

そういった規模の大きいところの住民サービスというのは、劣っているのかどうか。 

 これは、さまざまな比較の仕方があると思いますけれども、財政規模が大きくなるとい

うことは、それだけいろいろな形で自分たちの自由にできるお金の幅も広くなっていくと

いうことです。それと、先ほども申し上げましたけども、お金以外において、人の面とか

職員、実際に行政サービスを提供する職員の方々の話ですけども、合併をすることで、先

ほど申し上げましたように、管理のところが効率化される、そこの人数は減らすことがで

きる、その部分を、全員ではありませんけども、専門的な職種の方々に振りかえていくこ

とができると。それだけ専門的なサービスの提供が可能になっていくと考えられないでし

ょうか。 

 そうなることで、きめ細やかなサービスということですけれども、もう少し申し上げれ
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ば、財源と職員の配置から、きめ細やかなサービスができるということだけではなくて、

大切なことは、新しくでき上がっていく自治体のまさに心構え一つなのだろうと思うんで

す。きめ細やかなサービスをするには、住民の皆さんの声を取り入れていく努力,聞いて

いく努力、こういったことをするかしないか。果たして大きな市はすべてそういうことを

していなくて、小さなところは、すぐそういうことをしていると単純に言い切れるものだ

ろうか。 

 恐らくは、これはそれぞれの自治体の努力の賜物であって、住民の皆さんの声をどこま

で聞いておられるかどうかというのは、努力の賜物であって、そういった努力を、お互い

に住民の方々と行政の方も一緒にやっていく、お互いにできるところはやって、やりなが

ら声を出し、そしてその声を聞くということを続けていくことで、きめ細やかなサービス、

これに対しての不安というのは、かえってそれを、合併をするからこそきめ細やかなサー

ビスがやりやすくなるというふうに考えられはしないかと。 

 そして、３番目ですね。３つあった役所が１つになると、いろんな選択肢があると思い

ますけども、今まででしたら近いところに役所があったのに、１つになったらどうなって

しまうのだと。そういった懸念につきましては、よく考える必要があると思います。 

 今ある役所が、そのまま合併とともになくなってしまうとか、それはあり得ます。その

役所の位置というのは、はっきりと支所、ないし、いろいろな形でこれから検討されてい

く、住民の皆さんに不便を来すような形で、今後の役所のあり方を考えるのではなくて、

住民の皆さんの利便を考えた形で役所のあり方を考えていくというのが、今合併協議会で

進めている内容ですから、そういった立場を恐らくは声としてはっきり伝わるのではなか

ろうかと。 

 それで、もう一つ、役所で行われる住民サービス、窓口サービス、確かに遠くなるから

ということですけども、これは、今ある出張所、支所などで経験もされておられるかと思

いますが、もう一つ、さらに電子自治体などというものも今後さらに進みつつあるでしょ

う。そういったものでも、皆さんの利便性というものが確保できます。それで、電子自治

体でできない部分についても、直接サービスを受ける部分についても、今あるサービスを

落とさないということで、今、支所、出張所の形式というのは十分に機能し得る。それで、

どのような場合に、その遠くなることが不便と感じられるのかというと、正直なところ、

その不便になるのかなというものが思い浮かばないです。 

 今、私は幾つかデメリットと呼ばれるもの、懸念と呼ばれるものについて申し上げまし

た。ただ、これから皆さんの不安、懸念というのは、ある大きな市でもあるかもしれませ

んが、申し上げておきたいのは、今申し上げたデメリット、不安、そういったものは、一

つ一つこれから合併していく話をしながら、どういうふうにして解決していけばよいだろ

うかと。そして、実際にそれを解決して、合併をしてよかったと言っている自治体の方々

の先進例を聞きながら、解決し得ることがほとんどだと思っています。 

 そして、一方で、先ほど申し上げました合併をすることのメリット、利点、こういった

ものについては、恐らくは合併をしなければ手に入ってこないであろう利点であろうと思
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います。つまり、合併にあっては、メリット、デメリット、いろいろな整理の仕方が出て

きます。十分議論しなければいけませんけれども、メリットについては合併あればこその

メリットであって、デメリットについては、一つ一つ考えながら未来に向けて解決してい

けることであろうと考えるなら、今皆さん方と一緒にここで考えていきたいのは、じゃ、

そういう方向で進むのであれば、50年後、私たちの子や孫が暮らす社会を考えたときに、

何をどのようにすればよいか、合併についてどのように考えを決めていけばよいのかとい

うことに尽きるんだろうと。 

 さまざまな個別の議論がこれからもあろうかと思います。一つ一つの議論が非常に皆さ

んの生活に密着した大切なものであります。と同時に、一つ一つの今の議論と、50年後、

私たちの子供や孫が暮らす世の中を進める議論とが、それのどちらが優先されてという考

えでは決してないのです。今私が思いますのは、自分の今の時代、この時代をやはり幸せ

に乗り切りたいという意見が当然にあります。 

 と同時に、これから生きていく子や孫の時代が、より幸せに、未来の明るい社会になっ

てもらいたいという気持ち、これも本当に自分を大切にする気持ちと同じ思いなのです。

そのときに、目の行き先を、この世代だけに向けていていいものかどうか。皆さんがそう

だと申し上げているのではありません。私自身に投げかけている言葉です。ですので、そ

ういった点、また今日のパネルディスカッション、あるいは今後のさまざまなメンバーの

方々の間での議論の中でも、ひとつ考えていただきたいと思います。 

 それで、最後の方になりますけども、３ページ目の方になります。 

 私は、なるべく私自身が聞いた、あるいは見た、そういったことを中心に話していこう

と思っております。大学の教員ということですけども、私自身、大学院を出てから最初に

始めた仕事というのは、目の不自由な方のリハビリテーション指導員という仕事、これを

一番最初に始めました。人生中途で視力を失った方々が、どのように家庭や、あるいは学

校や職場に復帰していくのか、それ助ける、白い杖を使ってまちの中を歩けるように、点

字を覚られるように、その訓練師が私の仕事の最初です。 

 その時々に得た経験というのは、いつも現場の中にあって、そして、この人たちの言っ

ていることに耳を傾けて、しかし、言うべきことは言って、議論を大切にしてという、こ

れに尽きるものはなかったと思います。たった一人の私ができること、できないこと、幾

つも経験させてもらいましたけども、１人であればこそできること、その１人の力が結集

すれば非常に大きなものになるというのも、その仕事をしながら、そしてその後、さまざ

まな仕事を経験しながら感じ取ってきたところであります。 

 まさに、そのようなつもりで今話しておりますのも、時に書生っぽい話に聞こえるかも

しれない、理想論を語っているなという思いを皆さんに抱かせるかもしれない。しかし、

常に私の頭の中に、気持ちの中にあるのは、自分自身の子供の、この子の生活であり、社

会であり、それから、私が20年前に担当させていただいた、人生中途で視覚を失った方々

のその後の力強い生き方であり、そういったものが、今後この世の中を考えていくときに

はどうしたらよいのかというときには、今自分のこと、大切に思うことと同じ思いで、世
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界のこと、社会のこと、地域のこと、そして未来のこと、いろいろな観点から考えなけれ

ばいけないというところにあるわけですね。 

 ですから、非常に話としては広がってまいりましたけども、世界のことやら、あるいは

50年後のことやら広がってきましたけども、常に私の軸足というのは、そのやはり20年前

の現場にあり、また、自分の子供のことにあるというところをご理解いただければと思い

ます。 

 最後に、こういう話の中で最後を締めくくるのは、非常に現実的な話を申し上げます。 

 市町村合併、これを今果たしていかなければならないのは、過去からの積み重ねである

借金、そして、現在の経済の停滞、そして少子化、高齢化といった未来の問題、こういっ

たものを解決していき、過去の負の遺産を清算し、そして未来へ向かって新しい財産を起

こしていくと。そういったところに今あるから、この時期に市町村合併をということです

けども、なぜ今皆さん方に考えていただきたいかというと、やっぱり一つ時間の問題があ

ります。 

 というのは、国が市町村合併に向けて、市町村合併はこの時期までと。具体的に言えば、

平成17年３月31日までに果たしたところには、これだけ苦しい財政を支援することができ

ますといったメニューを幾つも並べている。申し上げたいのは、こういったメニューとい

うのは、今その流れの中におらなければ、もうないということです。絶好球が皆さんの目

の前に来ているのに、それを見逃すのであれば、その後どうしたらよいかを考える責任が

やはりあると思うのです。絶好球が来たのなら打ちましょうという非常に単純な結論です

けども、この言葉に尽きるのではないでしょうか。 

 その絶好球、どういう絶好球かというと、今いろいろ財政がきつい、きついと言ってい

るけれども、この財政がきつい中で新しい市をつくっていけば、その市が必要なものにつ

いて、できる限り有利な条件で財政の支援を国が責任を持ってしていきましょうというこ

とでございます。地方交付税なんていう話も出ていますけども、これは税だという言葉が

あると、税が多くなるとか、地方交付税が増えるなんていうと、税金が増えるだろうとい

うような誤解をしないでください。 

 これは、あくまで国から自治体にやってくる、使い道を定めない、こうしなさい、ああ

しなさいという具体策を言われない非常に使い勝手のいい補助金だと思っていただければ

結構です。そういったものが、かなりの額で入ってきます。それを皆さんの前に今受け取

るための条件を揃えつつあると。それは残念ながら期限つきなのですね。ですから、今議

論を盛り上げて、その絶好球を受ける、そういったところに皆さんに行っていただきたい

と思うのです。という思いが、いろんな自治体の方の中にあるのではないでしょうか。 

 そして、その絶好球を打つことで、なかなか先が描けなかった、この財政を乗り切る、

そして、新しい自治体として大きな夢を描いていく、その建設計画に、新しい市の建設計

画を描いていくと、そういったところにまだ話を進めていけないでしょうかというもので

あります。 

 それを一つ一つここで申し上げると、足りないほどの支援が今国の方で用意されており
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ます。その支援というのは、もう時限で決められておりますので、その中で皆さん方が選

ぶときのものですけれども、これについても、平成17年３月という期限を皆さんの中でご

理解いただきながら見ていただきたいのですが、ただ、そのお金が来るからやるのかとい

った話になれば、そのお金の使い道を考えていくということに話を持ってきていただけれ

ばと思います。 

 さまざま、私がここで話してきて、ここでもう一回、一つ一つ整理をさせていただきま

す。まず、なぜ今市町村合併という話がこのような中で出てきているのかと。よく考えて

みていただくと、昭和30年代、昭和の市町村合併が、ほぼ落ちついたころの世の中、自転

車で動いている人が多かったその時期から、今はもう車というものが皆さんの足になって

いる。それで、皆さんの動く範囲、それから情報が郵便というもの、電話の数が少なかっ

たという時代が、電話はもとより、ｅメール、パソコン、携帯電話と、身につけて歩く電

話というもので非常に広い情報の交換が行われるようになってきた中で、さあ、市町村の

区域というのはどうだろうということになります。 

 皆さん、生活の範囲というのが広がってきている、市町村の区域がそのままであると。

このときに、市町村の区域に皆さんの生活の範囲を合わせてくださいというのか、皆さん

の生活の範囲に市町村の区域をほぼ合わせてくださいというのか、それは、答えはおのず

と決まっております。たった一つしか答えはないと思います。であれば、できる限り皆さ

んの生活、動きの範囲の中でやっていただいた方が、仕事も非常にやりやすくなるのでは

ないかと、支援もできやすくなるのではないかといった、時代の変化に合わせた市町村合

併という考え方。 

 それと、財政危機という、これを乗り切るために、打つ手はいろいろ考えてみても、税

金が減っていく、子供が減ればさらに減っていく、その中でサービスを落とすことができ

ないとなると、どうなっていくか、借金しかないと。その借金ももう限界まで来ている、

どうすればいいのか、打つ手はもう打ち尽くしたというときに、残された手というのは何

があるのか。 

 今、踏み出すことで、自分に良い球が飛んでくる、財政の支援が受けられる、それだけ

でなくて、財政の効率、切り捨てることではなくて、合併をすれば要らなくなる部分、や

らなくていいですよという、つまり管理の部分をスリム化して、その部分をサービスの充

実に充てることができる。この財政というのは、非常に大きく、各自治体を襲ってまいり

ます。各自治体を襲ってくるということは、皆さんの生活も襲ってくるということだと思

います。 

 そして、地方分権という考え方、これは今まで国が一律でやっていた、やっていたから

こそできていたサービスというのは確かにあります。しかし、既に国が一律でやって戦後

を乗り切り、そしてナショナルミニマム、最低限の生活保障というのも、ほぼ全域で果た

されるようになったこのときだからこそ、今地域が地域の個性でもって築いていかなけれ

ばならない、そういった時代になっていくというときに、地域が地域の個性を築いていく

ための力というのは、市町村にこそある。 



-17- 

 なぜならば、一番身近に、地域にサービスを提供しているからということになる。その

市町村の力を大きくしてあげる。力を大きくするということは、人口規模を増やすことに

よって、先ほど言葉は使いませんでしたけども、中核市という一つのレベルアップしたと

ころに入ると。そうすると、できるサービスの範囲が変わってまいりますということもあ

りますね。 

 そういったところで、できる限りいろいろなサービスを、皆さんに最も身近な市町村役

場が提供できるような、そうすることで、皆さんの声は、直接、皆さんが選んだ市長さん、

そして議員さんのところへ届けられるようになると、そういったこともあります。そして、

今を乗り切っていき、未来の少子化、高齢化、こういった問題についても、社会の明るい

未来を描いていくことで、皆さんの子や孫が生活していく社会が非常に足腰の強い社会と

なって、今後存続していくのだという安心が得られるのではないかと、そういったことを

何度か繰り返し、繰り返し申し上げてまいりました。 

 その中で、最後に申し上げたことは、現実的な支援が用意されていますよということで

す。現実的な支援が皆さんの手元に用意されています。その現実的な支援というのは、こ

れは財政の非常に難しい時代に陥っている市町村にとってはかけがえのない支援だという

こと。それで、そのかけがえのない支援、絶好球が目の前に来ている、それを見逃すので

すかと。見逃すのであれば、見逃したなりに、どうやっていこうかという方策を考えなけ

れば、見逃すということにはならないのではないでしょうか。その責任は、まさに見逃す

という人は、どうやっていこうかということをはっきりと明示していただかなければ、反

対のための反対、懸念のための懸念にとどまっていく。 

 そして、先ほど申し上げましたように、幾つかの市町村合併の懸念、とことん皆さんの

間で議論していただきたいと。していただくことで、この一つ一つの懸念というのは払拭

していけるものだという信念を持って取り組んでいただきたい。なぜならば、先行して市

町村合併を果たしてきているところ、一つ一つの懸念を懸念でないという形で乗り切って

こられている、乗り切っている努力もまたされておるわけです。その努力をする姿、そう

いったものを皆さん方にお伝えすることで、懸念を懸念でなく、払拭していきたいと。 

 それで、一方で、合併することのメリット２点、先ほど申し上げましたように、国から

の財政的支援が得られて、今までできなかったことを一つ一つ順序立ててやっていくこと

ができる、そういったメリット、あるいは財政の危難を乗り切っていくことができる、そ

ういったメリット、これは合併すればこそ得られるメリットであるという点をご理解いた

だきたいと思います。 

 そして、今後またパネルディスカッションでもお話が、今度はもう少し具体的に各市長

さん、町長さんから出るかと思います。またこの協議会の委員さんから出るかと思います

けれども、その２市１町の地域にはどういった未来を描くべきか、そういった点を、今度

は、また皆さん方と未来の夢を語りたいというふうに思っております。 

 私は今日、最初話し始めたときに、非常にこの台から立ってきれいな風景が見えること

に気が付きました。皆さん方を見て、非常に気持ちよくなっている方を見ると、ちょっと
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傷ついたりしますので、なるべく外の方、遠方向を見ながら話をしていたのですけれども、

冗談ですけども、このきれいな地域を50年、子や孫の時代をじっくり見て、自分たちも幸

せになり、その自分たちの幸せと同じ幸せが子や孫に残せるんだという信念を、お互いに

夢とともに描きながら、この合併という話をしていきたいというふうに願いたいと思いま

す。その願いを込めまして、私の講演の締めくくりとさせていただきます。どうもご静聴

ありがとうございました。（拍手） 

○司会 

 ありがとうございました。稲沢先生には、また後ほど行いますパネルディスカッション

でも、コーディネータとして参加をしていただきます。本日は大変貴重なお話を聞かせて

いただきましてありがとうございました。どうぞ皆様、いま一度、稲沢先生に盛大な拍手

をお願いいたします。（拍手） 

 ありがとうございました。 

 ここで10分ほど休憩をとらせていただきまして、午後２時20分よりパネルディスカッシ

ョンを始めたいと思います。10分間の休憩をとりまして、２時20分よりパネルディスカッ

ションを行います。どうぞよろしくお願いいたします。 

午後２時１０分 休憩 

午後２時２０分 再開 

○司会 

 皆様、お待たせをいたしました。ただいまよりパネルディスカッションを始めさせてい

ただきます。 

 パネルディスカッションを始めさせていただく前に、こちらから簡単ではございますが、

出演者のご紹介をさせていただきます。また詳しい自己紹介は、ご発言の中でお話があろ

うかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、会場の皆様から向かって一番左にいらっしゃいますのは、先ほど基調講演で講師

を務めていただきました、四日市大学助教授、稲沢克祐先生です。引き続いてコーディネ

ータをお願いいたします。 

 続いて、その右にいらっしゃいますのは、合併協議会の委員でもいらっしゃいます、翻

訳・作家・国際理解講座講師の杉本尚美さんです。 

 続きまして、谷一夫一宮市長です。 

 続きまして、丹羽厚詞尾西市長です。 

 そして最後に、山口昭雄木曽川町長です。 

 それでは、稲沢先生、よろしくお願いいたします。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 皆さん改めましてこんにちは。このパネルディスカッションのコーディネータを務めさ

せていただきます稲沢でございます。 

 と申しましても先ほどの私、講演で、大分皆さんのお顔も拝見して、私のお話もさせて

いただきました。コーディネータの役割は、できる限りパネリストの皆さんのご意見をた
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くさん引き出すことと心得ておりますので、今日はそちらにお並びの４人の皆さんのお話

を皆さんにお伝えできるようにしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 こちら、今お集まりの４人の、杉本さん、それから谷市長さん、そして丹羽市長さん、

そして山口町長さん、皆さん当然のことながら、それぞれの自治体を代表され、あるいは、

こちら杉本さん、合併協議会の委員として座っておられると。それで、４人の方、それぞ

れ今合併につきまして、さまざまな観点からお話を進められている最中だと存じますので、

そういったところで、具体的なご意見、観点、あるいは将来像、そういったことも盛り込

んでお話をお聞きできるのではないかと思っております。 

 つきましては、最初ですね、まず先ほど司会の方もおっしゃっていましたけれども、自

己紹介も含めまして、どのような立場で市町村合併に取り組まれ、努力をされているのか、

その考え方など、途中にお話をいただきます。あらかじめ発言の順序というのは、これは

決めておりますので、恐縮ですが、谷市長さんからお願いいたします。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 改めましてこんにちは。冒頭ごあいさつをさせていただきましたが、一宮市長の谷でご

ざいます。 

 この黄色い紙に、もろもろの合併の経過は書いてございますので、今さら申すまでもご

ざいませんけれども、平成11年１月に今の愛知県知事の神田市長さんの跡を継いで市長に

就任をいたしました。私は、ここにも書いてあるように、本職は医者でございまして、医

者の仕事というのは、患者さんを診て、診断をし、治療方針を決めて治療をすると、これ

が医者の仕事であります。 

 市長の仕事も似たようなところがありまして、自治体の病状を十分に観察し、診断をし

て、治療方針を決めて治療すると、こういうことでありますが、診断はできても、なかな

か治療は難しい。さまざまな治療法がありまして、どういう治療法をとるか、これもまた

なかなか難しいところがございます。それで、医者と市長とどちらが楽しいかなんて質問

を受けることもあるのですけども、これ、なかなか即答が難しい質問でありまして、どち

らもそれぞれにやりがいがあるわけであります。今そんな中で、一所懸命市政をとらせて

いただいております。 

 どこの市町村もそうだと思いますけども、先ほど山口町長のお話にもありましたように、

非常にこれ過渡期ですね。どこもさまざまな事情を抱えて、何とかしなきゃいけないとい

う思いがあり、変えなければいけないのですけれども、急激に、どかんと変えるようなや

り方をされる知事さんや市長さんもおられるであろうし、そうでない方もおられます。私

の本職は外科医でありますから、性分的に言うとぱっと切り開いて、悪いところを取り除

いて、また縫い合わせてやりたいのですが、どうもこれはやっぱり自治体の場合は、それ

では向いていない。漢方薬のように、いわゆるじわりと効いて知らない間に治っていたと

いうのが市長としては多分名医だろうというふうに思っています。 

 従って、変えなければいけないけれども、ゆるやかな改革といったらいいのでしょうか

ね、少し時間はかかるかもしれないが、少しずつゆるやかに変えていって、何年か後には
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変わっていたというのが理想だろうと、こういうふうに思っています。 

 就任して５年弱になりますけれども、一宮市でも教育の部門、あるいは環境の分野、あ

るいは借金など資金面の問題、そういったものも含めまして、ゆるやかではありますけれ

ども、随分この４年ちょっとで変わったと自分ながらに評価をしております。この状態を

これからも続けていけたらというふうに思っております。 

 ちょうど今、総選挙の真っ最中でありまして、どんな結果が出るのか非常に興味深いと

ころでありますけれども、与党が勝っても野党が勝っても、どちらが勝っても、マニフェ

ストに象徴されるように、日本の政治はこれからやっぱり変わっていくだろうなと、そう

いう予感を持つわけでありますし、また、ぜひ変わってもらわなければいけない、そうい

う期待も持つわけでございます。 

 この時期、ちょうど今、稲沢先生おっしゃった、そのとおりでありまして、戦後50年、

本当に高度成長で、右肩上がりの世の中でやってきて、もう今、成熟が頂点に達してバブ

ルが弾けたと、こういうところに今来ています。ここから、先生おっしゃったように、高

齢化がさらに進み、少子化が進展をし、その結果として人口が減っていく時代に入ってい

く。つまり、右肩上がりで来たのが、今度は右肩下がりになっていく、経済の方も、それ

に伴って右肩下がりになっていかざるを得ない。そういった大きな流れの中で、多くの自

治体も、やっぱりこの流れの中から逃れることはできないだろうと、こういうふうに思う

わけでありまして、成長期でずっとやってきたのが、これからは成熟期に入っていくと、

こういうことだと思います。 

 それで、今、私ども自治体は、いろいろやっておりますサービスというのは、言ってみ

れば成長期のサービスでありまして、先ほどこの新しいものをつくるよりもやめる方が難

しいということをおっしゃいましたが、まさにそのとおりでありまして、どんどん成長期

に伴って、サービスをサービスをと付加していったものを、そのまま引きずっております。 

 ところが、これから成熟期に入って、やはり一度みんなで考え直す必要があるのではな

かろうか。つまり、成長期にやってきたサービスを、これから成熟期に入っても本当に持

続できるのだろうかと。ここら辺が非常に難しい疑問点でありまして、これから合併を機

に持続可能な地域の発展という、そういったことを目指すべきではないかと、そういうふ

うに思っております。 

 少子高齢化と一言で言いましても、なかなか皆さんもピンとこないかもしれませんけれ

ども、簡単に説明を申し上げますと、今2003年ですから、2000年の国勢調査ですね、この

統計で申し上げれば、65歳以上のお年寄りが大体６人に１人でしたね。これが2050年にな

りますと３人に１人をちょっと割り込むぐらい、2.8人か2.9人に１人ぐらいは65歳以上の

お年寄りと、ほぼ倍の高齢化率になっていくわけです。 

 しかも、65歳もまだ皆さんお元気ですよね、私もあと３年すると65歳になりますけれど

も、あと３年たったって、多分かなりぴんぴんしておるだろうと自分では思っております

が、ところが、これが75歳になりますと、ごめんなさい、75歳がどんなものか知らないの

で語弊があるかもしれませんが、これはやはり足腰に少し弱りが出てくるわけです。ある
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いは、ちょっと医者通いが増えてくるわけです。場合によっては病院に入ったり、老人保

健施設に入ったりする方も増えておいでになると。それがやっぱり75歳という一つの節目

があるわけと、このように思うわけでありまして、この後期高齢者と呼ばれる人たちは、

またものすごい速度で増えていくわけですね。 

 それで、今は16人に１人ぐらいの割合です。それが50年後には５人に１人が75歳以上と、

そういう時代がやってくるわけですね。今の65歳以上のお年寄りと50年後の75歳以上のお

年寄りの人たちがほぼ同じなのですね。５人集まったらそのうち１人は75歳というような

ことになるわけでありまして、その時代に入りますと、今はまだ15歳から64歳の人たち3.

7人で１人のお年寄りを支えているわけですけども、50年後には1.5人で１人支えることに

なる。それで、そのときに今の予算では絶対持続できませんね。 

 ですから、今、年金がいろいろ問題になっておるわけです。ですから、そういうことを

見据えて、やっぱりそぎ落とすところはそぎ落としていかなければいけない。整理してい

くところは整理していかなきゃいけない、そしてまた、その高齢化に向けて、あるいは少

子化に対して、新しい施策をどんどんやっていかなければいけない、そういった視点は、

この合併については必要だろうと思うのです。 

 もう一つ、地方分権という視点がありまして、より大きな自治体にすることによって、

行政能力を高めて、より多くの権限を獲得し、身近にとらえることは、身近な我々が判断

をしてやろうと、こういうことになるわけでございます。私どもは今、37万という中核市

を施行できる規模の合併を目指しているわけでありまして、愛知県が提示しております合

併のパターンは、もう一つ実はありまして、稲沢・祖父江・平和をこの２市１町に加えた

３市３町、このパターンが実はあったわけです。 

 この３市３町を選択するか、２市１町を選択するか、２つの方法があったわけでありま

すが、３市３町になってまいりますと、やっぱり幾つかの問題が一緒になるということで、

相手が少なければ少ないほど話は簡単なのですね。増えれば増えるほど難しいだろうと、

これは客観的にだれでもそう思うわけでありまして、17年３月、合併特例法の期限内には、

合併をしなければいけないという前提は持っておりましたので、もう少し早く我々がスタ

ートして、５年ぐらい前に話し合いを進めればよかったわけですが、なかなかそういうわ

けにもいかなかったものですから、随分時間が迫ってしまって、その時点でどちらにしよ

うか、こういうことでありまして、３市３町で合併すれば50万人の人口になりますが、今

度は、政令指定都市に準ずるまちが出来上がります。 

 そういう選択肢ももちろんあったわけでありますけれども、ちょっと時間的に厳しい。

そういう実現性が非常に低いものを目指して失敗するよりは、今は実現の可能な中核市で

やっておいて、50万、100万というのはまた次の機会にこれは考えようと、こういうこと

で合併の枠組みを決めさせていただいたわけでございます。 

 今、２市１町、ある意味では、激論も交わしながら、仲良く話し合いをしておりまして、

私どもとしては、今申し上げたように、どうしても合併は真剣に考えなければいけないと

いうふうに思っておりますが、壊すつもりはないわけですね、何とかまとめる方向で激論
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を交わしております。地区によっては、もう壊しちゃえという方向で、激論を交わしたよ

うなところもあるようでありますけれども、そういう方向はとりたくない、とらない、と

いうことで、いろいろと相談をさせていただいております。それについては、またこの後

の項目で触れたいと思います。 

 ちょうど10分ですので。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 ありがとうございます。谷市長さんからは、現在、時代の転換期、成長期のサービスが

成熟期のサービスへと移っていく、そのときに、ゆるやかな改革、漢方薬、こういった一

つのキーワードが提出されました。また、合併を機に持続可能なサービスへということか

ら、中核市、改めて37万という人口の中核市という言葉が提示されました。より広い大き

なサービスができるようになるということで、少子化対策、高齢化対策、さまざま打って

いかなければならないサービスをするために、大きな自治体を施行するというキーワード

が提示されました。どうもありがとうございました。 

 それでは次に、尾西市長の丹羽様、お願いいたします。 

○丹羽 厚詞合併協議会副会長 

 改めまして、皆様こんにちは。尾西市長の丹羽厚詞でございます。私は、４月の統一地

方選で市長にさせていただきました。まだ６カ月目となりますので、初めてお会いする方

も大勢いらっしゃるのではないかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 市長にならせていただきまして、最初の冒頭のごあいさつでも、私自身は場合によって

は任期が２年と考えて合併を推進していくと、そういった形で今合併の協議に入らせてい

ただいているわけでありますけれども、少し尾西市の事情をお話しさせていただきたいと

思います。 

 と申しますのは、木曽川町の皆様方も関心があるかと思いますが、尾西市だけ住民投票

をやらせていただくという形で話を進めております。これは、実は私の選挙公約でもある

わけでありますけれども、それ以上に、そのときから感じていたことなのですが、尾西市

というのは、前から合併についての必要性については論じられてきました。もう10年も20

年も前から一宮市と合併したらどうかと、それは商工会であるとか、青年会議所であると

か、そういうところから話が出されて、何度も協議の場には出てきたわけなのですけれど

も、全くそれ以降、具体化することはありませんでした。 

 ただ、ここに来て、前の市長さんも、合併については推進というお話をしてきたのです

が、これについては、合併はいずれは必要だろうと、先ほど谷市長さんから言われたよう

に３市３町という手もあるかもしれないし、じっくり考えていかなければいけないという、

そういったお考えであったわけです。ただ、自分の考えとしては、もし合併をするなら今

しかない、この17年３月の期限までに合併をしないのであれば、いずれするだろうという

甘い考えでなく、とにかくその後は歯を食いしばってでもひとり立ちをして、尾西市だけ

でやっていかなければいけない、このどちらかの選択を私たちは迫られていると感じてい

ます。 
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 そういったところにおいて、市長が変わった上に、そのスピードアップをされたわけで

す。市民の方々にとっては、合併というのは、もちろん進む話だろうけど、まだまだのこ

とだなと思っていらした方もほとんどだったかと思います。そういった中で、何とか期限

内、２年後に行うかどうか、決めていかなければならないという、そういった思いの中で、

これは、住民投票で皆様に問うことが必要なのではないかと。 

 これは、合併の是非を問うときに、合併したらどうなるか、合併のメリット、デメリッ

ト、あるいは合併の必要性、そういったことを討論する前に、そんな急な話聞いていない

ぞと、住民不在ではないかと、あるいは民意が全く反映されていない、そういった思いに

おいて、合併の話が頓挫してしまうことを極力避けたかったわけです。 

 それで、住民投票で皆様に民意を問うと、そういったことで尾西市の運命を決めていき

たいという形で、今、尾西市は住民投票ということをさせていただいておりますが、一宮

市、木曽川町におかれては首長が代わったということもございませんし、いろいろな意味

で、立場、立場のやり方があると思います。尾西市は、そういった形で、ちょっとほかの

１市１町とは違う方針を出させていただいているということだけ、ご了解いただきたいと

思います。 

 それで、あと合併についての思いということでありますが、稲沢先生の話とかなりダブ

るところもあるかと思いますけれども、私自身の合併の思いを、住民の皆さんに対する説

明会などで話させていただいております。 

 そういったお話を、少しこの場をお借りしてお話ししたいと思うわけですけれども、先

ほどの講演の中にもありましたように、昭和、戦後50年間かかって5,000万人人口が増え

てきた。そして、これから50年間かかって5,000万人以上の人が減るだろうと、そういっ

たお話があります。ということは、今までは２年間に200万人ずつ増えてきたということ

は、２年間に名古屋市が１個ずつ誕生してきたわけです。これは、道路もどんどんつくっ

て、建物もどんどんつくって、景気が悪くなれば公共投資をして、それが人口の増加にす

べて政策を後押ししていた状態が50年間続けられてきたわけですね。 

 ところが、この先、同じようなことをやっていたら、もうどういうことになるか、それ

は目に見えているわけでありまして、小泉さんが道路を今までのようにやらないと言って

みえるのも、いい悪いは置いておいて、これも突然突発的に言っているわけではなくて、

今までのような開発行為で国を維持することはできないという一つの表れではないかと思

うわけです。 

 そういった中で、今の地方交付税制度、これは、先ほど講演でもありましたけれども、

どういう状況に陥っているかというと、今、地方が不足している分を国が補うという形で、

全体で18兆円の地方交付税が地方に今配られているわけです。それでも足りないから、あ

と８兆円は各地方が借金しなさいと、そのかわり後で何とかしましょうということで、全

部で26兆円は、実は地方全体に配られているわけです。 

 ところが、その中の自主財源というか、国がきちんとした財源を持ってやっているのは

11兆円でありまして、残りの15兆円は、すべて借金をしながら毎年毎年配り続けている。
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どう考えてもこの先、永遠に続くわけではない。これはすべて私たちの子供や孫にのしか

かってくる借金になるわけです。これを変えていかなければいけないというのが、一つの

財政再建の流れであるわけでありますけれども、この合併の話、先ほどの講演にもありま

したように、地方分権と財政再建という、２つの意義があるということであります。財政

再建については今のような形であります。 

 地方分権、これはどういうことかといいますと、簡単に申しますと、今まで仕送りを受

けて生活していた大学生がひとり立ちをするというような形ではないかと思うのですね。

今までは、足りなくなったら親に「頼むからお金を送ってくれ」と言えばいいのです。そ

のかわり親が、これをしてはいけない、これはやってはいけないということを「はい、わ

かりました」と、親の言うとおりにやっていればよかったというのが今までの制度ではな

かったでしょうか。これから、とにかく自分のやりたいようにできる。やりたいようにで

きるのだけれども、そのためのお金は自分で稼がなければいけないというのがこれからの

地方分権なのです。 

 これで何が必要かというと、まず一つは、病気になってしまったときに、もう稼ぐこと

ができない、そういったときに、そのまま潰れてしまってはいけないわけです。また、何

か失敗したときに、ちょっとした失敗でも、それでもう大きな借金をして、どうしようも

なくなってしまう、それでもいけないわけです。そういったひとり立ちをするための一つ

のしっかりした体力が必要だということなのです。これが、いわば地方分権でいう各自治

体の財政力の基盤の充実ということになるわけです。 

 そして、もう一つは、今まで親の言うなりにやるしかなかったということ、裏を返せば、

言うとおりにやっていれば、何の責任も問われなかったし、失敗すれば親が責任とってく

れた。これが今のシステムなのですね。ところが、これからは自分の責任のもとで政策が

進められる、何でも好きなようにできるのですけれども、責任も自分でとらなければいけ

ない、そのためには、しっかりした考えを持った職員が必要だと。先ほどのお話にもあり

ましたように、職員の専門化ということが必要になってくるわけなのです。 

 そして、もう一つは、せっかく体力もあって能力もあるのに、働いた以上はしっかりと

効率よく働いていかなければいけない、この効率化、これも一つの求められるものとして、

それで財政力や体力があっても、やったことが全然生きてこないようでは意味が余りない

わけなのですね。このためにも、市町村合併というのは、効率化を図るためにも大きなプ

ラスになるものだと。この３つのことを推進するために市町村合併というのは非常に有効

な手だてであるというのが地方分権の考え方であるわけです。 

 そして、こういう意味では、この地方分権とその財政力、国の財政再建ということがこ

の合併の理由ということでありますけれども、実は、この地方においては、私はそれ以上

にもっと大きな市民の、住民の熱意があるのではないと思うわけです。この愛知県の中で

も、この地方というのは、以前は繊維産業が盛んで非常に栄えていた地域であります。と

ころが、今非常に低迷しております。そういった中で、何とかこの地域を活性化したい、

もう一度勢いのある地域にしたい、そういった強い願いが皆さんにあるのではないでしょ
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うか。 

 そういった中で、この合併を機に、先ほど合併の特例債というお話がありましたけれど

も、この特例債も、本来は合併のデメリットと言われるものを打ち消すために出されてい

る政府の案であるのですけれども、これを利用して、今以上にこの地域を盛んにできない

か、活性化できないか、そういった強い願いがあるというのが、この地域の特別な特性で

はないかと自分は感じております。 

 結局、私たちというのは、例えば、今ほかの県の合併なんかを見ておりますと、初めに

合併ありきじゃないか、そういった話の中で、いろんな反対論とかが多く起こっているわ

けであります。例えば、実は昨日、谷さんとも一緒に行ってきた全国都市問題会議、高山

市に行ってまいりましたけど、ここは合併をすると東京都より大きな広さの一つの市にな

るというわけです。それで、人口はそんなこともない、そういったのは、どちらかという

と、何か本当に合併をしなくてはいけないから合併をするんじゃないかと、そういった思

いが強いような気がするわけでありますけれども。 

 この私たちの２市１町というのは、合併をしなければいけないからする合併という意味

合いよりも、私たちは、同じ駅で乗り降りして、同じ店でお買い物をして、そして同じ会

社に通っている、本当に同じ生活をしている市民だと思うのですね。そういった中で、こ

の合併を機に、この新しい新市を、東海地方でも代表的な伸び行く新しいまちだというこ

とをアピールしながら大きな市に育てていきたい、それが私の一番の願いであり、この合

併にかける思いであるわけであります。 

 ちょっと話が途切れましたけど、時間になりましたので、これで終わらせていただきま

す。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 どうもありがとうございました。今、丹羽市長さんからは、まず住民投票を２市１町の

中で唯一行う、その理由についてご説明があった後で、私の先ほどの講演の中で、なかな

か触れられなかった、その地域外への合併、それは皆さん住民の方々、もう一度あの繁栄

をというこの熱意と、それと住民の皆さんご自身が感じておられる、地域としての一体性、

同じ駅で乗り降りし、同じ店で買い物をしてという、その地域の一体性がある上に、合併

ありきの議論ではなくて、合併を進めていくことのメリット、デメリットを確認しながら、

よりよい地域を皆さんの中でつくっていきましょうというご意思を説明していただきまし

た。どうもありがとうございました。 

 次に、こちら、ご当地、木曽川町長、山口さん、お願いいたします。 

○山口 昭雄合併協議会副会長 

 ３人目ともなりますと、同じことを言わないようにするというのも大変難しいんですが、

私なりに合併についてお話をさせていただきます。 

 私が町長に就任しましたのは平成６年になります。この年がどんな年であったかという

と、この前の年の平成５年に、国会において分権改革決議というものがなされました。ま

た、平成７年になりますと、地方分権推進委員会というものが設立をされまして、これが
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動きを開始すると。諸井虔委員長のもとに５回にわたる答申を行いまして、それがその後、

地方分権推進計画の閣議決定、あるいは地方分権一括法という一つの成果を生み出してい

くわけでありますが、私は、そういう地方分権時代の曙というときに町長になったという

ふうに自分で認識をしております。 

 私ごとですが、私は司馬遼太郎さんのファンでありまして、とりわけ「この国のかた

ち」という著書に大変引かれておりまして、これを読んでおりまして、司馬遼さんと諸井

虔さんが、私の頭の中でイメージがダブってきまして、私は、これからの国の形づくりと

いうのは地方分権なのだなというふうに自然に思うようになってきたわけです。 

 会場の皆さんにちょっと余り関係のないようなことを申し上げておりますが、これから

関係があることを言うわけでありまして、私は、そういうふうにして一自治体の長に就任

したわけでありますが、そこで考えましたところの一番の核心といいますのは、その新し

い国の形づくりにおいて、一番の基礎になっていく市町村が、やはり先ほどの稲沢先生の

お話のように力をつけなければいけない。市町村がとにかく力を持つということが大切な

のだというふうに主張するようになりました。 

 それを突き詰めていきますと、先ほど来出ておりますように、合併もまた一つの選択肢

であるというふうに考えざるを得ないわけであります。ただし、本当に地方の時代の主役

を担っていくというような力ある市町村になるためには、合併によって、ただ大きくなれ

ばいいというわけではないということは、皆様方もすぐにおわかりになることかと思いま

す。 

 要は、経済力でありますとか組織力、これは人口をバックにしているわけでありますが、

こういった力に加えて、やっぱりこれからの市町というのは、市町の格といいますか、グ

レードを上げていかなければいけない。さらに、今ブランドの時代でありますので、地域

ブランドというものを持っていかなければいけない。住民の皆さんが自信と誇りを持って、

全国に、世界に発信していけるようなブランド発信力というようなものを身につけていか

なければならないということで、合併にはさまざまな問題が生じてくるというふうに思っ

ております。さらに、せっかくみんなで新しい都市をつくるわけですから、その都市にお

いて、みんなが喜んで生き生きと暮らしていけるような温かいまちづくりをやっていかな

ければいけない、そんなふうに思います。 

 だから、私は合併に対して注文がいっぱいありまして、こういうことを協議会でくどく

ど言いますので、最近どうも煙たがられているようなところがあるわけでありますが、今

日はもうちょっとすっきりとお話をしたいと思います。 

 先ほど来、お話に出ておりますが、地方分権というのは、突き詰めれば国民が主人公に

なって国をつくっていくということではないか、そういう形に近づいていくということで

はないかと私は思います。よく政府、国が国民というふうに言ってくれますと、我々自身

は、「それって、俺のことか」というふうに、ちょっときょとんとせざるを得ないような

ところもあるわけでありまして、そうではなくて、こういう地域で人々と直接に触れ合っ

ている地方が、国にかわってどんどん権限を持っていく、そして、そういった仕組みをつ
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くっていくということは、市あるいは町の中においても同じことが言えるのではないかな

というふうに私はいつも考えています。 

 住民の皆さんの一番身近なところで自分たちで物事を進めていく、自分たちでまちをつ

くっていくというような意識が育つようなまちの仕組みというものを考えていかなければ

ならないというふうに私は思います。このことを地域内分権とか自治体内自治というよう

な言葉で言うわけでありますが、そういうことを言っていますと一向にすっきりしません

ので、こんな言葉を使わずに、今日は違った角度からそれを考えてみたいと思います。 

 合併をする、合併してまちを大きくするということが、地方の力をつける大変有効なこ

とであると考えて、我々は今一所懸命、合併してよかったとみんなが喜べるような合併、

つまり合併の成功例ですね、これを目指して、今協議を行っているわけでありますが、一

方、先ほど来出ておりますように、まちが大きくなるということは、それなりにやっぱり

不安を伴ってくるものでありまして、例えば、役所が立派になりますと、さっき言いまし

た、それぞれの地域で一所懸命、自分たちのまちは自分たちでつくっていくんだという思

いを抱いていた住民が、これだけ立派な市役所ができたんだから、まあ、そちらに任せれ

ばいいんじゃないかというので、主体性も自分から放棄してしまうということが起こりか

ねないというふうにも思えます。こういう私の不安がもし当たると、この合併は失敗に終

わると思います。 

 そうならないためにはどうしたらいいのか。私は、やっぱり地域の特性、個性というも

のをお互いに尊重し合えるような合併を進めるべきだというふうに思います。このことを

強調したいわけでありますが、そのためには、まず一宮市、尾西市、木曽川町がこれまで

培ってきたことをお互いに尊重し合って、まちづくりを進めていく。だから、私は自分な

りに新しい都市というものをイメージしながら、この濃尾平野のど真ん中に夢を描いてき

たわけでありますが、どうもここに来て行き詰まっております。 

 それはなぜかと言いますと、この３つのまちの規模が余りにも違い過ぎるという一つの

壁があるわけです。例えば、さすが一宮と申しますか、大変優れた点がたくさんあって、

一つの事業を一宮市が非常にすぐれているというので、これに全体が倣っていこうという

ときには、経費も恐らく２割、３割増えるだけで済むというので実現がしやすい。ところ

が、木曽川町に捨てがたい非常にいいものがあるというときに、それを全体化しようと思

うと、経費は10倍以上考えなければいけないというので、なかなかこれが継続していけな

いという傾向が今、３つのまちの事務事業のすり合わせの中で若干出てきているように思

うわけであります。 

 こういうことが繰り返されていって、こういう傾向がどんどん進んでいきますと、やっ

ぱり合併という大変革というものが余り生じなくなると、意味のない合併に終わるという

ような不安があるのです。確かに、木曽川町は、面積、人口で申しましても、新しい市域

を考えると、ほんの一角を占めるにすぎないというような程度でありますけれども、その

一角に、もし、いいものがあったら、それで全体を染めていくということがそんなに難し

ければ、とりあえずその一角に、それをそのまま置いておいたらどうだろうと。そうする
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と、それが繁殖をして、全体を染め上げていくというようなことになるかもしれない。 

 もし、それがいわゆる毒まんじゅうのようなものであれば、それは捨てればいいわけで

ありますので、そういう方法も考えて、この今の私の頭の中の行き詰まりを何とか打開し

ていきたいと思います。そうしませんと、このグループのうたい文句でもございます「対

等の精神」というものが無意味になってきます。形だけの言葉になってまいりますので、

私はそういうことを強調して、これからもやっていきたいと思います。 

 ぼちぼちそういうことから、私の最初、ごあいさつで、合併問題、これからが山だとい

うふうに申し上げたことの意味がわかっていただけると思います。これから具体的にさま

ざまな分野でメリット、デメリットが示されてきます。例えば、保育料はどうなる、国保

はどうなる、水道料金はどうなるのかということが皆さんの前に提示されるようになりま

す。そういうときに、例えば、大変自分のところのことを申し上げて、申しわけありませ

んが、少人数学級であるとか、木曽川流の少子高齢化福祉対策だとか、そういうものが、

今言ったような理由で風前の灯火になっていくということになれば、これは皆さん方の中

でも大問題になるんじゃないかと思います。 

 そうなってしまいますと、合併に向けての意欲が薄れてくると。そうなれば、これまで

の努力が水の泡になるということになりますので、私はこの合併協議会は、これからそう

いった住民の皆さんの反応をがっちりと受けとめて、それに対してちゃんとした結論を出

していくという責任を遂行していかなければいけないというふうに思っています。 

 これまで、やっぱり大一宮市でありますので、これへの吸収というような不安が大変強

くて、私は強がりとかわがままを随分言ってきました。ありがたいことに、一宮、尾西両

市長さん横綱相撲でこれに応えていただきましたので、何とか協議が継続をされているわ

けでありますが、まだまだ私は皆さんの要望を肩に担っておりまして、これをぶつけてい

かなければなりませんので、もし強がりとかわがままが通用しないとなると、いよいよ泣

き喋りでいかなきゃいかんかなというふうに思っております。 

 いずれにしても、本当に新しい都市の隅から隅まで皆さんが喜んでいただけるような合

併を目指して、この地方の時代の勝ち組として、この地域が生き残っていけるように、

我々は最後まで責任を果たしていきたいと思っていますので、皆さん、そういう意味で、

今日は最後までの討論にみずから参加をするという姿勢で、これからお願いをしたいと思

います。ありがとうございました。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 どうもありがとうございました。山口町長さんからは、まさにこれから合併の協議が始

まる、あるいはもう渦中にある、そのご苦労、さまざま言っていただきました。その中で、

地域ブランド、対等の精神、そして最後に、地方の時代の勝ち組になると、こういうキー

ワードを提示していただきました。どうもありがとうございました。 

 それでは、４番バッターなんですけども、合併協議会の委員でございます杉本さんにお

願いいたします。 

○杉本 尚美合併協議会委員 
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 皆さんこんにちは。４番バッターの杉本です。私は木曽川町の内割田に住んでいます。

ここから非常に近いところなのですが、合併協議会では、木曽川町の委員として議論に参

加させていただいています。木曽川町の住民としての立場です。 

 私は、木曽川町に住んで３年になりますが、木曽川町というまちに住むことになりまし

たのは、今日も来ておりますが、夫が名古屋に通勤しておりますので、それに便利である

ことと、それから、私が、橋を超えた隣の岐阜県羽島市出身で、そちらの方に実家があり

ますので、そこになるべく近いところということで、木曽川町を選んで、ここに住んで３

年になるということです。 

 ３年住んでみて思うことは、正直住んでみて非常に住みやすい環境だな、まちだなとい

うことを実感しています。道路をとっても、鉄道をとりましても交通の便が非常によいと

ころですし、私には２歳になる子供がありますけれども、今育児奮闘中で文句ばっかりの

毎日なのですが、育児に携わる中で、子供の育てやすい環境が整っているのが木曽川町で

はないかということを思います。 

 また、皆さんご存じだと思いますけれども、福祉、保健が充実しているということから、

このことを理由に、わざわざ木曽川町へ引っ越されてこられる方がいらっしゃるというこ

とを何度か耳にします。ですから、今の生活に私自身大きな不安というものはありません

ので、ここで積極的に合併する理由というものは、個人的には私自身、見つかりません。 

 ただ、木曽川町という自治体、自分がお世話になっている自治体ですね、これを考えた

場合、稲沢先生のお話にもありましたけれども、国の財政的な行き詰まりや、そして、地

方分権という大きな流れの中で、近い将来子供が減り、そして高齢者がたくさんになると

いう少子高齢化社会を迎えるということを考えると、この木曽川町というまちで健全な行

政、行財政を行っていくことが非常に心もとないような気がします。 

 こういう状況を捉えると、生活圏をともにするお隣の一宮、そして尾西とともに合併し

ていくことが望ましいのではないかなということを私自身考えています。そして、合併す

ることが望ましいということであれば、一住民としてよりよい合併を願っていますし、ま

た、よりよい合併を目指して、合併協議会の一委員として、一つ一つの委員会に臨んでい

るつもりです。 

 そして、合併によって新しく誕生するまちというのがあるわけですが、これがバラ色と

いうわけでは決してないと思います。３つの市町それぞれが、財政的にも順風満帆で前途

洋々の状態ならば、一つになったとしても、ここで合併を考えるにしても、何も心配する

ことはなく、もう行政にお任せすればいいのではないかなということを住民としても思い

ますが、実際、一宮、尾西、木曽川町を見た場合、決してそういう状況であると言い切れ

るでしょうか。どのまちも少子高齢化を控えていまして、財政的には決して潤沢、お金持

ちであるということは言えないのではないかなということを思います。 

 そうした３つの市町が一緒になって単純にくっつく、単純に大きくなるということでは

なく、新しいまちをここで誕生させていこうじゃないかというのが、この３市町の合併を

考えていく一番の基本になるのではないかということを私は思っています。 
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 三人寄れば文殊の知恵ということわざがありますね、このことわざのように、３つの市

町の住民が知恵を絞って、そして、限られた財政の中でいかにして、ここがポイントだと

思うのですけれども、賢明な行政を行っていくかがポイントになると思います。そして、

賢明な行政を行っていく上で方向性を決めていくのが、新市へ移行していくための私たち

が臨んでいる合併協議会であり、そして各委員会であり、また、今皆さんがお集まりのシ

ンポジウムであると考えています。 

 平成17年３月を目標に、合併の議論と、そしてさまざまな作業を進めるということで、

時間的には本当に厳しい状況です。その中で、いろんな分野に分かれて小委員会が設置さ

れ、スケジュールが組まれて、時間内にできるように活発な議論がその中で交わされてい

るという状況です。そして、各市町がこれまで行ってきている一つ一つの事業を表にしま

して、表にしたものは事務局がつくってくださるのですが、それについて比較しながら検

討し、一つにまとめていくという作業があります。それで、これは本当に時間的にも、労

力的にも本当に大きなエネルギーの要ることだと私自身実感しています。 

 それで、非常にこの一つ一つのものを比較検討していくというのは、淡々とした作業な

んじゃないかなということを皆さん思われるでしょう、非常に淡々とした作業です。その

中で、一つ私自身、一人の住民の代表として出席する中で大事だと思っていることがあり

ます。それは、新しく誕生するまちに、私たち住民が一体何を期待してきたのか。そして、

福祉厚生とか、教育とか、建設とかのいろんな分野がありますが、その各分野で何に重点

を置いていこうとしているのか、これについて深く議論をして、掘り下げて、みんなで話

し合って、そして何が大事なのか、何を期待したいのかという、そういったことを常に念

頭に置いて、個々の作業を、淡々とした作業を進めていくことが必要なのではないかなと

いうことを思っています。 

 それで、今までお話のあったことと重なりますけれども、その新市のあり方とか、その

方向性を考えていく上で、一つ大きな参考となるのが、今まで３つの市町がそれぞれ各分

野で取り組んできた具体的な施策であり、その中身だと思うのですね。どの市町にも重点

を置いて取り組んできた、そのまち独自のすばらしい特徴や、住民として誇るべきことが

あると思うのです。 

 皆さん、今ちょっと考えてみてください。木曽川町の方が多いかと思いますが、木曽川

町に住んでみてよかったなと思われること、きっとあると思います。それをそのまま新市

においても残していこうというのは非常に困難なことだと思いますけれども、それを切り

捨ててしまうというやり方じゃなくて、それを生かしていく余地を残して、そして、すば

らしいその施策を参考にしつつ、その新市の中で、それを応用できないものなのかなとい

うことを模索することが必要なんじゃないかということを思っています。 

 そして、もう一つ最後に、この地域に住む一住民として、合併について思うことを紹介

させてください。合併するなら税負担はなるべく軽く、そしてサービスは手厚く、多くと

いうのが私の住民としての単純な本音です。大抵の方は、合併に向けてこのフレーズに尽

きるのではないかなと思います。皆さん、どうでしょうか。 
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 とは言っても、人口規模の異なる２市１町のそのさまざまな事業のすり合わせ、淡々と

した作業ですね、これを進めていく中で、例えば水道料金とか保育料といった、個別に見

ていくと、今までの生活とは違って負担が大きくなるものや、あるいはサービス水準が低

下してしまうのも必ず生じてくると思います。しかし、その個別の事柄を目先の損得でと

らえるのではなくて、もっと大きな視点で、大局的な視点で合併について考えていくのが

いいのではないのかなということを私なりに考えています。 

 また、地方分権の大きな流れがありますが、これもお話の中に何度か出てきましたけれ

ども、国からの財政的な支援が減って、そして自治体に対して納めた税の分のサービスし

か受けられない、そういう厳しい時代がきっと近い将来やってくるのではないのかなとい

うことを私自身も感じています。一言で言ってしまえば、受益者負担という原則が厳格に

なってくるということです。その中で、住民は自分たちの納めたお金がまちのどんなこと

に使われて、そして、自分たちの生活にはどういう影響があるのかということを初めとし

て、皆さん、行政に大きな関心を払わざるを得ない、そういった状況になってくるのでは

ないかということを思っています。 

 ならば、政策の決定過程に住民の声を反映させていく必要も出てくるでしょう。そして、

その住民の声をもとにした行政ができるというのは、住民にとっても、そして行政にかか

わる方々にとっても、とても理想的なことだと思いますし、そのことが、私が一番最初に

申し上げた、限られた財政の中で賢明な行政を行っていくということにつながるのではな

いかということを考えています。 

 私たち住民は、自治体のその主体であるという自覚に本格的に目覚めて、そして、積極

的に住民自治に参画していく時期というのは、そんなに遠い先の話ではないような気がし

ます。そういう意味で、合併について議論していく中で、その小さな単位での地域内での

自治のあり方とか、その自治の仕組みといったもの、そして、その方向性をきちんと考え

ていく、私たち住民が考えていく必要があるのではないのかなということを思っています。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 どうもありがとうございました。杉本様からは、こちら、木曽川町の住民として、その

住みやすさを皆さんと共有しながら、健全な財政、賢明な行政をしていくためには何が必

要なのだろうか、そういった問題提起と、意識、またそういったものをご説明いただきま

した。ありがとうございました。 

 一巡しましたところで、それでは、また今度は話題を変えまして、今合併協議会の中で、

こちら登壇されていらっしゃる４人の方々、さまざま新市のあり方、話し合われていると

ころだと思います。どのような新市にしていこうか、その重点的な項目は何なのだろうか、

そういった点を、もう一度、同じ順序ですけども、一宮、谷市長さんからお願いいたしま

す。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 それじゃ、手元に水色の資料が入っておりますので、ちょっとそれをご覧いただきなが

ら、この説明をさせていただき、本題に移らせていただきたいと思います。 
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 今の合併協議会、35名のメンバーであります。その中で、小委員会を５つ持っておりま

して、４つの小委員会が各市町３名ずつ、合計９名の委員さんで構成されておりますが、

新市建設計画作成等小委員会というのは、市長、町長も参加をしておりまして、そのほか

に２人の専門的な委員さんも入っていただいて、それで14名で構成されております。この

新市建設計画作成等小委員会、そこで合併の方式でありますとか、新しいまちの名前であ

りますとか、あるいはどんなまちづくりをするかという新市建設計画、これについて議論

をしておりまして、数回の会議の中で、概ね概要が固まってまいりましたので、この機会

にご説明をしたいと思います。 

 あけていただきますと、新市将来像の体系図の一番初めに基本理念ということで、３つ

のキーワードが書かれております。住民の皆さんが、この地域で暮らしていく上で最も大

切なこと、これはもうやはり安心ということですね。安心して暮らせる、いろんな意味で

安心して暮らせるということは大事なことでございます。 

 それから、また、今この地域に最も欠けているもの、それはやっぱり元気じゃないかと

私も思うわけでありまして、元気を出して今の状況を乗り切り、そして将来に向けて頑張

っていかなければいけません。 

 そして、また今、杉本さんからもいろいろお話がありましたが、これからのまちづくり

の中で、行政と住民の皆さんが力を合わせて、お互いに知恵を出し合い、力を出し合って

まちづくりをしていく協働ということですね。この安心・元気・協働という３つのキーワ

ードを基本理念として掲げております。 

 そしてまた、将来像でありますが、これは、私どもの各市町がそれぞれに総合計画とい

うものをつくりまして、その中で、それぞれのまちの将来像を掲げております。若干それ

ぞれニュアンスが違うわけでありますが、どこの総合計画の将来像にも「心」という言葉

が入っておりまして、やはりこの20世紀の物質中心の世紀から、21世紀は心の世紀に向か

っていくと、こういう視点についてはどうも一致をしているようでありまして、なおかつ、

そこに２市１町のこの地域の本当に母であり、我々のかけがえのない財産であります、こ

の木曽川という、そのイメージを取り込んで、将来像としては「木曽の清流に映え、心ふ

れあう躍動都市○○」と、「○○」というのは新しい市の名前が入ると思うんですが、こ

れは皆さんに公募をしておりますので、ぜひその公募にこたえていただきたいというふう

に思っております。こういった将来像を掲げようと、こういうことでございます。 

 それから、基本方針として、７つの礎ということで書いてあります。一番上が、保健・

医療と福祉の充実、今いろいろとお話があった中にも出ておりました。やはり一つのキー

ワードは少子高齢化ということでありますが、安心して生涯を通して生き生きと暮らせる

まちづくりを目指して、こういった施策を行っていきたいと。 

 右側に事業例が幾つか書いてございます。この事業例は例えばということでありまして、

まだ決定事項ではありません。これから小委員会等を通じて、それぞれ調整をし、議論を

した上で、事業例を含め、これが、この新市建設計画の中に記載をされてまいりますので、

まだ決定ではございませんので、ご理解いただきたいと思います。 
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 それから、２番目には、生活環境の整備ということで載せておりますが、木曽川を中心

とした環境を守っていこうと、そして、それを何とかまちづくりに生かしていこうと、こ

ういうことでございます。今の木曽川と接します長さ、一宮市が8.9キロ、木曽川町が3.4

キロ、尾西市が6.4キロでございます。全部合わせますと18.7キロということになるわけ

で、大変長大な長さを新しいまちの北側から西側にかけて木曽川が流れると、こういう地

域になるわけでございます。この木曽川の恵みを最大限に生かしたまちづくりをしていき

たいと、こういうことであります。 

 それから、産業の振興ということ、先ほどから議論が出ているとおりでございまして、

繊維を初めとした既存産業の高度化、あるいは新規産業の創出、あるいはブランド力の強

化と、こういったことをやっていきたいということでございます。 

 その次は、教育・文化の振興ということでございまして、先ほどから35人学級のお話も

出ておりましたけれども、ここに書いているとおり、教育、あるいは文化を通してのまち

づくり、こういったことに力を注いでいきたいと考えております。 

 その次には、都市基盤の整備ということでございます。ＪＲと私鉄と２本の鉄道が走り、

そしてまた高速道路が東西南北に走るという、大変交通に恵まれた地域でありまして、こ

ういった交通の利便性を生かしたまちづくり、こういったものも必要ではないかというふ

うに思っております。２市１町合併いたしますと、２市１町の中にありますＪＲと名鉄の

駅、19あるのですね。私も知りませんでした、数えてみてびっくりしましたけど、19の駅

があるのです。こんなまちはあまりないのではないかという気がいたしますが、こういっ

た利点を生かしたまちづくりが一つのポイントかなと思っております。 

 それから、下から２つ目でありますけれども、住民参加・コミュニティの推進、つまり、

このコミュニティというのが、極めてこれから大切になってくるだろうということでござ

いまして、杉本さんからもお話がありました。市民の皆様の自発的な意欲、努力によって、

自分のコミュニティは自分たちでつくるのだと、そして、それをまた全体へと反映してい

こうと、そういった市民と行政がともに力を合わせたまちづくりが、大事になるだろうと

いうふうに思います。 

 そして最後に、行財政基盤の強化ということで、分権時代に生きる自立したまちづくり

ということで、先ほども申し上げました中核市を目指して行政能力を高め、財政基盤を強

化して努力をしていきたいと、そういうふうに思っております。やはり身近な行政は、身

近な自治体がよくわかるわけでありまして、皆さん方のご要望を直接肌に感じて受けるこ

とができるわけでありますが、そんな中で、効率的で有効な行政が行えるような、そうい

った仕組みづくりをしていきたいと、こんなふうに思っております。 

 こんなような基本的な考えに基づいて、これから具体的な事業について、またこの委員

会の中でいろいろと議論をしていくことになろうかというふうに思っております。 

 時間もちょっと終わっておりますし、この場では５分と定められておりますので、また

後ほど時間があれば追加をさせていただきます。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 
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 どうもありがとうございます。 

 それでは、引き続き、尾西市長の丹羽様、お願いいたします。 

○丹羽 厚詞合併協議会副会長 

 今、一宮市長の谷さんには、新市建設計画の概要についてご説明していただいたわけで

ありますけれども、自分としては、まずイメージとして、このまちづくり、これからどう

していくかということを考えていきたいということをお話ししたいと思うのですが、先ほ

どからも申しておりますように、これからの日本の人口というのは減り続けるわけなんで

すね。 

 それで、50年後には、ちょうど第二次大戦が終わった直後の8,000万ぐらいになるので

はないかと。この50年間で5,000万ふえてきたのが、また50年間で5,000万減るということ

でありますので、土地の使い方、あるいはまちづくりも、これも今までと同様なことをや

っていたら、必ずや失敗に終わってしまうということなのですね。ですから、これからは

人が減っていくことを考えていかなければいけない。 

 そのためにはどうするか。まず、新しい新市としての顔はこれはもちろん今のＪＲの一

宮駅になるかとは思いますけども、あそこに新市としての顔、そして、ほかの地域から集

まってくるような、求心力を持った、そういったエリアをつくっていかなければならない

のではないか。そして、またこの木曽川町、あるいは先ほど言ったいろいろな駅、これは

私たち、住む人たちが身近に使う駅として、こちらの開発も当然必要なことではあります。 

 そして、あともう一つ重要なものが、その周辺の地域、私たち尾西市、あるいは木曽川

町、あるいは一宮市の周辺の地域、こういったところが、下手をしたらどんどん人口が減

っていってしまう可能性もあるわけです。ですから、幾ら開発しても、それが有効に回る

とは言い切れないわけなのですね。その中でも、住宅としてのよさを前面に出して、大き

な施設を１個ど真ん中につくるのではなくて、いろいろなところに身近に、小さな施設で

いいから、お年寄りの施設、あるいは子供の施設、そういったものを充実していく、こう

いったことが特にこれからは必要になるのではないでしょうか。 

 そして、もう一つは、産業と住宅のバランス、これも考えていかなければいけない。住

宅都市として生きるか、そして、ほかの地区から越してきてもらうことばかりを考えてい

ても、これはそのとき、そのときはいいわけですけれども、それから30年後、40年後を考

えると、そのとき越してきた人は超高齢化になってしまっていて、次の世代が育たないよ

うなことになってくるかもしれない。ですから、住宅としてのエリア、あるいは工業を誘

致するようなエリア、そういったものを大事にしながら、中心地区は、この地方を代表す

る都市としての、そういった顔づくりをしていってもらいたい、そういったことを考えて

いるわけなのです。 

 それで、一番大事なことというのは、私たち、もちろん私も尾西市民でありまして、木

曽川町長さんは木曽川町民であります。こういった地域の特性、よさを生かしていく、こ

れはもちろん使命でありますし、大事なことであるということはもちろんそうなんですけ

れども、ただ、最終的に一つの市になるんだ、例えば、子供、孫の代になって、その子た
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ちが考えているのは、私たちは旧尾西市民だ、旧木曽川町民だということではなくて、新

しい何々市民なんだということになるわけです。そういったことを考えたまちづくりとい

うのをやっぱりしていく必要がある。 

 その中で、ただ、今までの、例えば昭和の大合併を超えて、私たち尾西市も一宮市もい

ろんな町が集まって市になっているわけなのですけれども、そういったところで行われて

きた祭りですとか商店街というのは、しっかりとまだ根づいているわけなのですね。こう

いった伝統のものというのは、いくら市が大きくなろうが、合併をしようが、これは守ら

れていくものと思います。これは守っていかなければならないものだと思っております。

ただ、制度、社会制度ですとか、そういったものは、最終的には一つになっていくのでは

ないかなと、そういう気はしております。 

 そのまちづくりの状況を見ますと、例えば、今の一宮市でいいますと、中心は駅前とい

うことで、木曽川町であれば木曽川の駅前ということで、はっきりした中心があるわけで

すけども、我が尾西市には、実はほかから来た人によく言われるのは、「まちの中心はど

こですか」と言われる。それは駅のない市でありまして、バスだけの交通機関の市である

から、駅は、開明駅ですとか玉野駅ですとか、あるわけなのですが、本当のぎりぎりの境

にあるもので、中心の方には何も駅がないというところでお話ししているのですが、そう

いったところで、どういうお話をしてきたかというと、心の中心はあるのですね。 

 心の中心というのは、お祭りに全員が集まってくるところは市役所周辺だ、そうすると、

心の中心はあるのですけども、施設というのは満遍なく、どこかに集めるのではなくて、

いろいろなところに住民が使えるように点在しているのがうちの市なのですけれども、こ

れからは、やはり住宅エリアといいますか、周辺部分というのは、そういった開発のされ

方がある、されていくのかなと、そういうふうに思うわけであります。 

 以上です。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 どうもありがとうございました。 

 では、引き続き、木曽川町長の山口さん、お願いいたします。 

○山口 昭雄合併協議会副会長 

 私は、まちづくりの姿勢ということをちょっと考えてみたいと思います。先ほど地方の

時代の勝ち組というふうに言いましたが、地方の自主自立を促すこの地方分権の流れとい

うのは、恐らくこれから都市間の競争というものを生み出してくるというふうに思ってお

ります。それが、いい意味で国の活性化になるというふうにも考えられるわけであります

が、要は地域が力と個性をぶつかり合って、その結果、勝つところもあれば負けるところ

もあるということです。だから、私は、この地域をどういうまちにすれば勝ち残れるのか

ということを考えて、まちづくりをやっていかなければいけないというふうに思います。 

 だから、私は、鳥のようなといいますか、ヘリコプターのような位置からこの地域を常

に眺めながら、当然、もう一つ高みからこの愛知県下、あるいは日本の国の中で、一体こ

の地域がどんな位置づけにあるのかということを眺めながら、まちづくりを考えていく必
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要があると思っております。そういうことで、鳥のような高みに立って、あるときには歴

史の目、文化の目で眺めていく、あるときには、経済、産業の目で眺めていく、あるとき

は、暮らしの目で眺めるというようなことをしながら、この大きなエリアのどこをどのよ

うに活かしていけるのか、どこに何を配置していったらいいのかということを、だんだん

と定めていくということが必要なのではないかなと思います。 

 いってみれば、パズルのような作業になるかもしれませんが、この作業の中で、やっぱ

り一番重要なのは、旧市町、３つの地域に限らず、大きな一宮の場合には、その中の地域

にもう一度光を当て直して、その特性というものをよく踏まえて、さっき言いました配置、

組み合わせというようなことをやっていくべきかなと思っております。どの地域も、もち

ろん住民が納得できるようなものをやらなければいけませんので、高いところからと申し

上げましたが、やっぱりちゃんとその地に根差した考え方の上にそういう作業を行ってい

く必要があろうかというふうに思います。 

 さっきは、特に木曽川町の地域にこだわるようなことを言っておりまして、こういう壮

大な話を聞きますと矛盾があるのではないかというふうに思われるかもしれませんが、私

の頭の中ではちっとも矛盾はないわけでありまして、たとえ話をしますと、この地球上の

世界というのを大宇宙に例えてみると。そうしますと、この日本というのはいわゆる銀河

系宇宙、その中でこの地域、新しくできる都市というのは太陽系と考えてもいいわけであ

りまして、その中で、一宮の地域が太陽であるとすれば、尾西の地域は土星か木星ですか、

それで、木曽川町は地球というような関係で動いていく。木曽川町を地球に例えるところ

がみそでありますが、例えばこの木曽川町の地域が、教育、文化の一つの核になっていく

ということでしたら、地球じゃなくても光り輝く金星と例えてもいいわけでありますが、

そうやって、自分の地域にこだわって、自分の地域をひいきしながら、そうやって全体を

考えていくということが大切かなというふうに思います。 

 こんなふうに、新しい太陽系というものを考えていくというような視点で、この新しい

都市づくりが進んでいければ、大変みんなが幸せだろうなと思いまして、新しいまちの核

になるものは何かと言ったら、ちょっときざではありますが、それは夢だというふうに言

いたいと思っています。 

 以上です。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、合併協議会委員の杉本さん、よろしくお願いいたします。 

○杉本 尚美合併協議会委員 

 将来のまちづくりおける重要課題ということなのですけれども、青い紙で先ほど谷市長

の方からご説明がありましたが、私はこの中で２つのことに注目というか、重要課題とし

て私自身考えています。 

 一つは、少子高齢化を迎えるということで、やはりまちづくりの重要課題の一つとして、

一番上に掲げられているものなのですけれども、保健・医療・福祉の充実というところが
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まず、第一に挙げられるのではないかと受け取っています。新市の保健・福祉について考

えた場合なのですが、先ほども申し上げましたが、限られた財政の中で、いかにお金をか

けることなくこれを充実させていくかということに知恵を絞っていくのが必要なのではな

いかと考えています。 

 少子高齢化社会の、その高齢化というところに焦点を当ててみますと、この地域は、平

成22年ごろをピークに人口が減り始めます。そして４人に１人が65歳以上という統計が出

ています。その中で、その４人に１人の人、高齢者、今の段階では65歳の方というのはお

元気で、まだまだこれからの方だと思うので、高齢者という言い方はしたくないですけれ

ども、そういう人たちが４人に１人になる。その１人の人たちが、いかにしてお元気では

つらつと生活されるか。そして、生きがいの一つとして、どのような形でこの地域でご活

躍されていくかということがポイントになってくると思いますし、例えば、そのために一

つ例を挙げますと、合併による行財政の効率化で浮いてくる財源というのがあるはずです。

その財源を介護予防的なその保健福祉事業に配分するといった手法も一つの案としてじっ

くり考えていく必要があるのではないかということを思っています。 

 そして、もう一つ注目したいのが、少子高齢化の少子の方なのですけれども、安心して

子供を産み、そして育てていく環境を整えていくというのは、もう一つの重要な課題だと

思っています。子供を育てるというのは、人としての心を育む、育てていくということだ

と思っています。家庭や学校だけじゃなく、地域が大いに関わって、みんなでその子供の

心を豊かなものに、大事に育てていく、そういった基盤や環境をいかにこの地域に生み出

していくか、非常に難しい課題ではありますが、母親の一人として少子というところに焦

点を充てた場合、教育についても、あわせて重要課題として新市のまちづくりを行ってい

ってほしいなという願いがあります。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 はい、どうもありがとうございました。 

 あっという間に時間がどんどん過ぎ去っていきました。こういうコーディネータ、私も

何度も務めておりますけども、さすがこの合併協議会、皆さん進められている中で、いか

に協調性をもって進められるかというのを感じさせるような進行をしていただいておりま

す。 

 そこで、最後なのですけども、もう皆さん方からの質問、できる限りお受けしたいと思

いますので、最後に一言だけ締めくくりとして、合併に向けての決意、あるいは、それ以

外に何でも結構ですけども、お一言ずつお願いいたします。谷市長さんからお願いいたし

ます。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 今日はどうもありがとうございました。今の発言を聞いていただいてもわかると思いま

すが、木曽川町の方の発言時間が一番長いですね。そういう意味合いでも同じでありまし

て、私どもはしゅんとなっております。ということは話し合いによって進んでいる部分も

かなりあるのかなと。決して木曽川町長さんのことを煙たく思っている部分がないとは言
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いませんけども、そういうことはございませんで、仲良く議論をしております。仲がいい

から好きなことが言えると、こういうことでございまして、ひとつご理解をいただきたい

と思います。 

 合併成功にかけて必要なことは、やはりまず一つは信頼だと思います。お互いにまち同

士の信頼、そしてまた行政と住民の皆さんとの信頼、これがやはり何よりも重要でありま

して、これから一番の基本は、やはり情報公開であろうと思っております。今回はすべて

の会合が公開をされておりまして、だれでも傍聴をしていただけるわけでありますし、イ

ンターネットでも、若干会議録等は作業期間があって少し遅れますけれども、二、三週間

もすれば全部お読みをいただけるわけでありまして、すべて公開をさせていただいており

ますので、是非ひとつ、そういった意味での情報も収集をしていただきたいと思います。 

 決して時間が十分あるわけではございませんけれども、一所懸命議論をしていくように

努めて、そして、やはりみんなが、今何とか頑張ってやってみようという、そのみんなが

納得して、そして合併に向けて進んでいくということがとても大事なことではないかなと。 

 そのために、やはり昔から言う、その小異を捨てて大同につくということも場合によっ

ては必要でありましょうし、小異を残しながら大同につくということも必要でありましょ

うし、そういったときには、やはり大同につくという姿勢がないと合併はできないわけで

ありまして、これ冒頭からずっとお話がありました、これからの時代を乗り切るために必

要だという認識を皆さんがよく理解をしていただく、その辺の認識がうまく一致できなけ

れば、この話はできなくなるわけでありますが、ぜひその認識を持っていただけるように、

私どもも頑張っていきたいと思います。 

 いずれにしても、本当にたかだか３つの市町でありますけれども、木に竹をつぐとか、

そういう言葉がありますけど、本当にそういう気がいたします。まさに、水と油を一所懸

命まとめようと我々はやっているわけでありますが、かき回して、まとまったかなと思っ

ても、しばらくするとまた分かれてくるということもありますけど、なかなか合併は難し

いですけれども、しかし、10年、20年、30年経てば、恐らくいつかこれはまとまっていく

んじゃないかと、そんなふうに思っておりまして、最初はぎくしゃくしても、何とか軌道

に乗せていきたいと、そういうふうに思っているわけであります。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 ありがとうございました。 

 次に、丹羽市長さん、どうでしょうか。 

○丹羽 厚詞合併協議会副会長 

 私も思いますのは、先ほどの話でもお話しさせていただきましたように、この合併協議

においては、私たち一人一人が各市町の市民、町民であるということとともに、もう一つ

考えなければいけないのは、新市の市民になるということ、これをまず大きく考えていか

なければいけないのではないかと、こういうことで、私たちのいいところを残す、これは

重要なところでありますけれども、新市になったときに、いかにいい市にしていくか、こ

れを念頭において考えていきたい。 



-39- 

 これは、最も強く言いたいのは、今の一宮市民の皆さんに対して言いたいわけです。ま

だまだ一宮市民の皆さんは、まあ変わらないだろうというイメージを持って、私たちは新

市に対して非常に期待をしているわけなのです。そういったことでも、やはり一宮市の皆

さんにも、その気概を持っていただいて、新しい市になるんだと、こういった２市１町の

みんながそういった思いでその合併に取り組むべきではないかと思います。 

 以上です。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 はい、ありがとうございました。 

 引き続き、山口町長、お願いします。 

○山口 昭雄合併協議会副会長 

 先ほど一宮市長さんがおっしゃったように、合併協議会、特に新市建設計画作成等小委

員会の議事録を読んでもらうと、私の発言が一番長いですね。第４回の会議録なんかは、

私は見ただけで読んでいません。というのは、恥ずかしくて見られない。というようなぐ

らいに発言してきましたが、これ最初に宣言をしておりまして、一番小さなところが一番

元気にやっていかないと、これはもう対等にはいかんのだということで、これまでやって

まいりました。 

 ただ、これからは、さっきも言いましたように泣きしゃべりの段階に入るのかと思いま

すので、余り言葉数は多くなく、発言を控えながらやっていきたいと思いますが、そうい

う協議の中で、これからこの合併を成功させるために一番必要とされるものは、私はやっ

ぱり住民参加だと思います。住民の皆さんが自分のまちを自分でつくる、これは最大のチ

ャンスだというふうに考えていただいて、この合併協議に参加をしていただくということ

です。 

 そのためには、やっぱり情報開示が大切でありまして、合併協議会を中心とする合併へ

の動きを本当にリアルタイムに、しかも生き生きと我々は伝えていく責任があると思いま

す。ただし、常にテレビで報道しているわけではありませんので、リアルタイムとはまい

りませんが、そばで見ておりますと、合併事務局、本当に懸命に情報をどんどんと外に流

す工夫をしておりますので、後は皆さんが、本当に貪欲にそういう情報を自分に取り込む

という作業をしていただかないとだめかなというふうに思います。そういうことによって、

やっぱり問題を共有して事を進めていく。 

 そして、やっぱり問題をということの一番の中心には、先ほど丹羽市長さんがおっしゃ

ったように、新しい市建設という、夢を共有していくことだと思います。そんなことで、

夢を真ん中に置いて、みんなで一所懸命やっていけば、一宮市長さんが言われたような、

そのうちにちゃんと固まるという結果が得られると確信をしております。 

 ありがとうございました。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 ありがとうございました。 

 最後に、杉本さん、お願いします。 
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○杉本 尚美合併協議会委員 

 私は、新しく今度誕生するだろうまちに、皆さん一人一人、住民一人一人がそのまちに

何を期待したいのかということと、各分野でどういうことに重点を置いてやっていってほ

しいのかということを、いま一度、皆さんご自身の中で考えていただければなということ

を思います。それで、私自身、合併協議会の一委員ですので、皆さんの意見を聞く機会が

あれば、その意見をぜひ伝えていきたいと思いますし、私自身もどんなことに重点を置い

たらいいのだろうということを常に頭に置きながら、その一つ一つの委員会に全力で参加

していきたいなということを思っています。 

 あと、一つ申し上げたいことは、新市建設計画作成等小委員会の中で、合併の形という

ものが一つでき上がりつつあります。「対等合併、編入方式」ということで、新聞などで

読まれた方もあるかと思いますが、これは小委員会でまとまった形で、まだ決定ではあり

ませんが、今度、協議会に提案されるという段階ですけれども、そこで生まれるのが編入

する側と編入される側です。 

 編入する側は、やはり合併後、自分たちは安泰で何も変わらないという意識を持ったり

とか、あるいは、編入される側が、編入ということであれば、これは吸収されてしまうと

いうことなのではないかという懐疑的なその視線を向けるのではなく、新しい一つのまち

をつくっていく、みんなでつくっていくという前向きな姿勢で、新しいまち、どんなまち

にしたいのかという、夢を一度描いてみるのが必要なのではないかということを思います。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 はい、ありがとうございました。 

 最後に、この合併に向けて重要なことということで、４人のパネリストの方々から語っ

ていただきました。 

 ここで、このパネルディスカッションは一応終了させていただきまして、フロアの皆さ

んから質問をお受けしたいと思いますので、司会の江崎さんの方にマイクを戻したいと思

います。よろしくお願いします。 

○司会 

 ありがとうございました。 

 それでは、これより質疑応答ということで、会場の皆様からご意見やご質問を受け付け

たいと思います。どうぞ。 

 よろしいでしょうか。マイクの方をお持ちいたしますので、それからお願いいたします。

ただ、発言の際に、どのパネリストの方にご質問なのか、また教えていただきますよう、

お願いいたします。 

○質疑者Ａ 

 すみませんが、それでは、稲沢先生と丹羽市長にお尋ねします。 

 稲沢先生の方の資料の中で、年収418万の人が368万円の借金をして816万円の生活をし

ていると、これは、身分不相応な身の丈に合わない生活をしているのだろうということを

言われておられると思います。 
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 それで、丹羽市長の中から、国の税収が大幅に減少し、交付税そのものも毎年借金をし

て配分しているというようなご説明等もありましたが、その結果、次の世代への借金のツ

ケを回すようなことになってはいけないというようなご発言もありました。しかし、その

後に、特例債があるというようなことで、特例債があるのが絶好のチャンスだということ

もお述べになっておるわけなのですね。ただし、特例債は、あくまでも借金であるという

ことを言明していただけませんと、何かおいしいおまんじゅうをただでいただけるような

気がします。一般の市民の方はそう理解するのが普通であります。 

 私どもも、先般研修会やったときに、借金である以上は、余りおいしいまんじゅうをい

っぱい食べちゃうと、結果は腹が痛くなりますよというようなお話もありました。わかり

やすい例え話なんです。そういうことを考えますと、特例債を絶好のチャンスという考え

方と、冒頭、国及び地方の財政が非常に緊迫しているというお話と矛盾しておるのではな

いんでしょうか。そのことを１点お願いしたい。 

 それで、私はこの合併は、合併を機に借金をするのは、唯一必要なものをどうしても調

整してやらなきゃいけないときに限り、一つの手段として残しておき、自己決定、自己責

任の中から行政の合理化を図り、サービスの低下をさせないように努力していくのが、新

市への本当の意味の合併だと私は思っております。そのように進んでいきたいものですか

ら、特例債があるのは最大のチャンス、絶好球であるとの認識には、私は疑問を感じます。 

 もう一点、これは杉本さんに地域住民の代表として１点だけなのですが、尾西市さんは

住民投票をされるということですが、地域住民が参加していかなきゃいけないということ

をしっかりお述べになっておられるわけなのですが、住民投票についてどう思われますか

ということだけよろしくお願いします。 

○司会 

 ありがとうございました。 

○丹羽 厚詞合併協議会副会長 

 先ほどの特例債のことでありますけれども、誤解を解かなければいけないのは、私もあ

くまでも特例債は合併の目的ではないということです。ただいまの合併、先ほども話が出

ましたように、「対等合併、編入方式」という名前で私どもの新市建設計画作成等小委員

会では決めさせていただいたのですが、今回のこの特例期限までの合併というのは、合併

後のまちづくりをしっかりと、こうやって協議の場で決めておいて、それを合併後きちん

と守っていくというのが、今までにない合併の特徴であります。 

 例えば、昭和の大合併では、もちろん合併後、こうしましょう、ああしましょうと取り

組みはしたかもしれない。ところが、合併したら、いや、やはりちょっと財政が苦しくて、

これはできませんでしたよという話で、そのままにされてしまっている部分が多いのでは

ないか。そういったところが、今合併のデメリットとして周辺地区は置いてきぼりになる

のではないか、そういった心配が言われているわけです。 

 それで、国がこれに対して、このデメリットを解消するために特例債というものを設定

した。だから、合併前にきちんとまちづくりも、こういった新市の計画をして、また、す
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り合わせでいろいろなことを約束した、その財政的な確約を特例債でしてくださいと、だ

から、約束は反故になることはありませんよというのがこの特例債であって、決してこの

特例債目当てに合併するわけではない。 

 私が当てにしているというのは、この特例債を当てにしているのではなくて、人の心で

す。新市になるという、こういった新しいまちをつくるのだという、そういった盛り上が

りが新市の中でどれだけ生まれていくか、そして、それに使う補助として特例債も利用す

べきだということでありまして、決して特例債ありきの話ではないということ。 

 それから、この毎年毎年積み重なってくる交付税の借金に比べて、特例債というのは、

私はそんなに高いものではないと思います。１回きりのものでありますので、例えば、当

然住民説明会でご説明いただいていると思うのですが、この新市、２市１町の場合だと約

490億の特例債が認められます。そのうちの95％のうちの70％、ちょっとわかりにくいで

すけど、320億ぐらいは後々国が肩がわりをしますよと、その後は返していかなくてはい

けない部分があるわけですけれども、これが１人当たり約、例えば490億のうちの300億、

もうちょっとあったかな、350億かそのぐらい、後でひょっとしたら数字を言っていただ

けるかもしれません。大雑把に見て、人口１人当たり10万円ぐらいは国が払ってくれるお

金ではないかという計算のもとに考えますと、例えば１億人全部が合併対象になったとし

て、10万円ですから10兆円ですね、１回きりなのですよ。 

 今、交付税で国が借金をし続けているのは、毎年毎年、先ほど言った15兆円なのですよ。

だから、この毎年毎年積み重ねるぐらいだったら、特例債というものを基盤にまちづくり

をしてもらう、あるいは合併をしてもらう、そういったことのもとに、交付税制度は見直

していきたいということであれば、全くこれは矛盾のない国の政策ではないかと私は思っ

ています。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 尾西市長さんからのお答えで、私、そのまま尽きていると思うのですが、絶好球という

言葉が皆さんに誤解を与えたかもしれませんが、なぜ絶好球と申し上げたか、このまちが

ある限り、必ず投資ということは、これは続くはずです。投資をする、そして、まちのイ

ンフラを整備していく、そのインフラを整備していくときに、今ある借金の条件というの

があります。 

 この特例債というのは、その借金を返済する条件が非常に有利に機能するようになって

いるというものですから、それを活用しない手はないのではないでしょうかということで、

先ほどの質問者の方の論点に戻りまして、借金はむやみやたらにしたら、確かにそれは返

済ということで苦しむことになると。ただし、むやみやたらじゃなくて、必要なときに必

要なものをつくらなければ、後でつくるときにはもっと大きな住民負担になってくる。だ

から特例債を活用したらいかがでしょうか、そういう論点です。 

 以上です。 

○杉本 尚美合併協議会委員 

 私に対する質問でお答えしたいと思いますが、端的に木曽川町における住民投票は私は
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必要ないと思っています。それは２つ、私、今から理由を述べたいと思いますが、一つ目

は、木曽川町という自治体、この小さな自治体を考えた場合に、話の中でも申し上げまし

たように、国の財政的な行き詰まりと、そして地方分権という大きな流れの中で、少子高

齢化社会を迎えるということを考えた場合、この小さなまちで健全な行財政がこのまま続

けられるかどうかということを考えた場合に、非常に無理な話、非常に厳しいだろうなと

いうことが大前提として一つ挙げられます。それが事実としてありますので、活路を見出

す一つの手段として合併を選ぶということは、私自身、合併が望ましいと考える一つの理

由でして、私自身、住民投票は必要ないと考えます。 

 そして、２点目に申し上げたいのは、木曽川町で８月に住民アンケートを実施されたと

思います。その中で、結果を見ますと、８割近い方というのが合併について賛成であると

いう統計が出ています。こういうことを考えると、私自身は合併についての住民投票とい

うのは必要ないのではないかということを思っています。 

○司会 

 どうもありがとうございました。 

 最初に挙げられた方、よろしいでしょうか。 

 まず、どのパネリストにご質問かおっしゃっていただきまして、お願いしたいと思いま

す。 

○質疑者Ｂ 

 稲沢先生と、あとお答えいただける方がありましたら、ほかにお願いしたいと思います。 

 一宮で市民活動をしています星野と申します。 

 お話ししたいことというのは、コミュニティの問題というのを、この合併協議会の中で

何か取り扱っていく必要性を考えられないだろうかということでございます。制度的な話、

すり合わせの事項に関しては、ある意味、事務的に年内に片づいていくでしょうが、そう

いうものでははかれない意識的なもの、その奥行きの深さのようなものを確保する手段と

いうのが、この合併に関して必要ではないのか。 

 そして、谷さんに、これを言うと怒られちゃうかもしれませんが、木曽川や尾西の方々

は、このまま一宮に入っていいでしょうか。本当に皆さんは一宮に来ていいですか。私は

一宮の市民として、私たちのまちはコミュニティの確保が余りできていないように思って

いますので、すみません、市長。ほかの木曽川や尾西の方々は、逆に厚いコミュニティが

僕にはあるように思うのです。 

 そうしたコミュニティを確保する手段というものがないままに、一宮に編入されていく

のはいいだろうかというような、そうしたものの手段のような、どこかこの合併協議会の

中で持てないだろうかと。それは、もう一つ大きくいきますと、市民の声をもっと広く普

遍的に聞く手段というのを組織としてつくっておく、そういう形で市民性を確保していく

しか方法がないだろうかという政策的な問題でもあります。そのことについてお願いいた

します。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 
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 ありがとうございます。今お話をお聞きして、それは私に対する質問と同時に、恐らく

こちらにお並びの合併協議会の皆さんへのご提案ということで力強く受けとめさせていた

だいて、まさに、今合併協議会の事務というのは、非常に時間の決まった事務でございま

すので、一つ一つやるべきことをこなしていく、これはかなり大変なことだと思いますが、

今おっしゃったような市民の声を、そしてこのコミュニティというものが、果たしてどの

ようにとらえられるか、そのあたりから、とにかく一つ一つの議論を積み上げていかない

と、先ほど、私の講演で申し上げましたように、我々は市として合併したというよりも、

コミュニティの合併であったと。 

 つまり、これは例ですけども、４つの市町が合併して一つになったのではなくて、19の

コミュニティの合併だったということで、19のコミュニティそれぞれが同様な力、同じよ

うな力、競争力を持っての合併を果たしたのだと言い得るような何らかの仕組みを、合併

協議会の中で持っていただきたいという提案を、そのまま私入れさせていただいて、一言、

谷市長からもお願いいたします。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 コミュニティというものをどう考えるのかという問題も、やっぱり十分に議論する必要

がまずあるだろうというふうに思います。それで、一宮には、この言葉を使うと、木曽川

町長さんからいつも怒られるので気が引けるのですが、これはちょっと誤解しないでくだ

さい。というのは、連区というものがありまして、これは中心部の地区は除きますが、周

辺部、周りの連区が、要するに昭和30年、あるいは15年に合併をしたときの旧の町村なの

ですね。葉栗村とか西成、大和町とか、そういうものが今連区という形で残っています。 

 そこで、いわゆるその地域としての活動がかなり行われていまして、例えば、この敬老

会の事業はその固まりでおやりになるとか、あるいは、この間も慰霊祭なんかがありまし

たけれども、そういったのをそういう地区でおやりになるとか、あるいは、ごみの収集や

さまざまなことについて、その地区で住民の皆さんが自発的に取り組んでいただいている

ような、そういった組織体があるわけですね。 

 それで、そういうものと違う別のコミュニティですね、要するに、その市民活動的なも

のをもっと伸びやかに自由にやりたいと、そういった方たちが今随分芽生えてきておりま

して、これは、従来のその今ここで申し上げたような連区としてのコミュニティとちょっ

と違う内容で、そちらの人たちが活動を始めています。これはとても大事なことでありま

して、歓迎したいというふうに思っています。 

 その仕組みづくりを、この一宮でも何とかしてやろうと今やっておるわけですけれども、

この議論は、小委員会でも、特に杉本さんを中心にご発言が何回もございました。その中

で、私が申し上げてきたのは、大事なことなのですと、大賛成ですと。ただし、行政が仕

組みをつくって提供するべきものですかと。そうではないのではないでしょうかと。住民

の皆さんがそれぞれ自発的な意思に基づいて、自分の大事な時間を使い、あるいは自分の

お金を提供し続けながらやるようなコミュニティの活動、そういうものを行政がどうやっ

て受け入れるのか、行政にそういうものを受けとめる姿勢があるかどうか。 
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 それは私も加えて、そういうふうには申し上げているわけでありまして、それは官主導

ではコミュニティとしての活動に随分傷がつくのではなかろうかと。むしろ、私は住民に、

市民や、町民の皆さんに、このボールを投げ返して、どうか頑張ってくださいと。ぜひそ

ういう仕組みをつくって、地域で、例えば児童虐待は１件もこの地域コミュニティからは

出さないとか、寝たきりのお年寄りが孤独で死んでいるのに、１週間も２週間も、場合に

よっては何カ月も気がつかないということは絶対にさせないとか、そういったこと。ある

いは地域でのお祭りをみんなでどんどんやっていくのだとか、そういうことをやっていた

だけるような仕組みづくりを、むしろ皆さんがこの合併を機会にぜひ立ち上げていただき

たい、そんなふうに期待をしています。 

○杉本 尚美合併協議会委員 

 先ほどのお話の中で、その自治内自治、その小さな単位における自治のあり方というこ

とで、私自身も新市建設計画作成等小委員会の中で、非常に重要なことなのではないかと

いうことで、何度か発言させていただいています。 

 お話の中でもさせていただいたのですけれども、国の財源が、国から地方に向けてのそ

の財源の配分というのは、今後なくなる傾向になる、減少していく傾向にあるという中で、

住民が、その自分たちが住んでいる自治体に税を納め、その税を納めた分だけのサービス

が返ってくるという、そういう状況を想定すると、今まで行政に関心のなかった方という

のも、関心を持たざるを得ない状況が必ず生まれてくると私自身思っています。そういう

意味でも、小さな単位での自治内自治の受け皿を用意していくことを、あるいは別の言い

方をしますと、その種をまいておくことというのは、新市に移行する段階、今の段階で何

らかの形で小さな種をまいておくことは重要なことなのではないかということを私自身思

っています。 

 谷市長のおっしゃっていることも本当によくわかりますし、住民から声を上げて、つく

り上げて、そして自治を行っていくというのが本来の形だと思いますが、せっかくその新

しい市ができるという、誕生するという、こういう機会に、私たち、新市にどういうこと

を期待したいのか。そして、どんな市にしたいのかということについて積極的に議論をし

ているわけで、その中で、何らかの形で示していく、残していくことはできないのだろう

かということを、私自身、考えています。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 時間になっておりますけども、先ほどから手を挙げられている方もいらっしゃいますの

で、お一人だけ、恐縮です。こちら３首長さんいらっしゃいまして、ちょっと次のご予定

があるようです。お一人だけ、ご指名をお願いします。 

○司会 

 どういたしましょうか、よろしいでしょうか。お二方いらっしゃいますが。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 今、お立ちの方。 

○司会 
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 申し訳ございません。 

○質疑者Ｃ 

 一宮市長さんによろしくお願いいたします。 

 木曽川町で、今保健センターを中心に、老人福祉、そして保健の担当の方が一所懸命、

地域の皆さんに耳を向けて、本当に一所懸命頑張っていただいております。その中で、私

も介護予防のために、講師として健康のために活動をさせていただいておりますが、年々

老人の方が元気になってくださることを見ていますと、本当に講師として喜んでおります。 

 この合併と同時に、このすばらしい健やかクラブの活動がなくなってしまうようなこと

がもしあれば、本当にお年寄りの方が、まだなくならないにしても、遠くの開業医へ足を

向けなければいけないような状態になりますと、足踏みになって、閉じこもりのお年寄り

が増え、また家庭不和になり、若い方の足も引っ張り、また、子供さんの不安な気持ちも

多くなってくるのではないかなというふうに思います。 

 それで、本当にこれから年々お年寄りが増えてきますが、本当にお年寄りが元気で、若

い方の足を引っ張ることなく、元気でいつまでもおっていただけるような、そういう町民

の一人一人に身近なところで、また地域の近いところでそういうサービスが継続されてい

くことが、本当に私も携わっている活動者の一人としてお願いをしたいと思いますし、ま

た、市長さんの今の考えをお聞きさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○谷 一夫合併協議会会長 

 どうもありがとうございます。今おっしゃったようなことは、まさにこの先ほど杉本さ

んがおっしゃった地域の誇れるものを残すということの中身だろうと思います。私は、行

政が縦割りということを言われておりまして、今おっしゃるように、そういった老人福祉

の部分でも、保健と福祉が縦割りになってしまうというようなことがあるわけですが、木

曽川町さんの場合は、そこをうまく克服してやっていらっしゃるという話は聞いておりま

すし、私どもの方でも、昨年の機構改革で市民部と福祉部が一つになりまして、もう今で

は、保健と福祉、そして医療は一つの部で扱うと。 

 そういう体制をとってございまして、今おっしゃったようなことは、これからまた事務

のすり合わせをしていかなくてはいけませんが、十分に残すことは可能ではないかなとい

うふうに今の話を聞けば思っておりますし、むしろ、それが非常にいいことであれば、全

市的にそれは広げるべきことかもしれません。その辺はまたこれから考えていきたいとい

うふうに思っておりますし、決してそういったことは、一緒になるからなくなってしまう

というようなことはお考えにならないでいただきたいと思います。 

 今ここでこんなことを申し上げたら申し訳ないかもしれませんが、やはり今どうしても

この財政が、合併となるとどうしてもこれは必要でございますので、すべて木曽川町がや

っていらっしゃるサービスは大変いいから、全部これを是非やってもらう、残してくれ、

あるいは全市に広げてくれとおっしゃられても、全部をというわけにはまいりませんが、

例えば、今おっしゃったようなことは、恐らく十分に木曽川町として存続されることにつ
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いては可能ではなかろうかというふうに今聞いて思いました。ご心配ありがとうございま

す。 

○稲沢 克祐四日市大学総合政策学部助教授 

 ありがとうございました。 

 大変申し訳ありません。時間もまいりましたので、このあたりで質疑応答を終了させて

いただきたいと思います。 

○司会 

 申し訳ございません。ほかにもご質問などまだあるかと思いますが、ちょっとお時間の

都合もございますので、これでよろしいでしょうか。 

 大変申し訳ありませんが、ちょっと予定の方を時間過ぎておりますので、これで質疑応

答を終了とさせていただきます。 

 これをもちまして、一宮市・尾西市・木曽川町合併シンポジウムを終わらせていただき

ます。本日は長時間にわたり誠にありがとうございました。（拍手） 

 どうぞ皆様、お帰りの際はお忘れ物などございませんよう、また、交通事故などにお気

をつけてお帰りくださいませ。本日は誠にありがとうございました。 

 

午後４時２０分 閉演 

 


